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Ⅰ 図書館事業評価の目的及び概要等 

１  図書館事業評価の目的  

図書館法（昭和２５年４月３０日法律第１１８号）では、運営の状況に関

する評価を行い運営の改善を図るための措置を講ずることと、運営の状況に

関する情報を積極的に提供することが、努力義務規定として設けられている。 

また、「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」（平成２４年１２月１９

日文部科学省告示第１７２号）では、図書館の基本的な運営方針に基づいた

運営の確保と、その事業水準の向上を図るため、運営状況の点検及び評価を

行うよう努めることとされている。  

このことから、相模原市の図書館においても図書館事業評価を行い運営改

善に生かすため、他市図書館の評価実施状況について調査研究を行い、担当

者会議において評価内容及び実施方法等の評価案を作成するとともに、相模

原市立図書館協議会（以下「図書館協議会」という。）に意見をいただきなが

ら検討を進め、評価を実施したものである。  

 

【参考：図書館事業評価実施の根拠】  

●  図書館法（昭和２５年４月３０日法律第１１８号）  

（運営の状況に関する評価等）  

第７条の３  図書館は、当該図書館の運営の状況について評価を行うと

ともに、その結果に基づき図書館の運営の改善を図るため必要な措置を

講ずるよう努めなければならない。  

（運営の状況に関する情報の提供）  

第７条の４  図書館は、当該図書館の図書館奉仕に関する地域住民その

他の関係者の理解を深めるとともに、これらの者との連携及び協力の推

進に資するため、当該図書館の運営の状況に関する情報を積極的に提供

するよう努めなければならない。  

 

●  「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」  

（ 平 成 ２ ４ 年 １ ２ 月 １ ９ 日 文 部 科 学 省 告 示 第 １ ７ ２ 号 ） 

  第２の１の（二）  

１  管理運営  

（二）運営の状況に関する点検及び評価等  

１  市町村立図書館は、基本的運営方針に基づいた運営がなされること

を確保し、その事業の水準の向上を図るため、各年度の図書館サービス

その他図書館の運営の状況について、 (一 )の２の目標及び事業計画の達

成状況等に関し自ら点検及び評価を行うよう努めなければならない。  

 

２  市町村立図書館は、前項の点検及び評価のほか、当該図書館の運営

体制の整備の状況に応じ、図書館協議会（法第十四条第一項に規定する

図書館協議会をいう。以下同じ。）の活用その他の方法により、学校教育

又は社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者、図書館

の事業に関して学識経験のある者、図書館の利用者、住民その他の関係

者・第三者による評価を行うよう努めるものとする。  
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３  市町村立図書館は、前二項の点検及び評価の結果に基づき、当該図

書館の運営の改善を図るため必要な措置を講ずるよう努めなければなら

ない。  

 

４  市町村立図書館は、第一項及び第二項の点検及び評価の結果並びに

前項の措置の内容について、インターネットその他の高度情報通信ネッ

トワーク（以下「インターネット等」という。）をはじめとした多様な媒

体を活用すること等により、積極的に公表するよう努めなければならな

い。  
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２  図書館事業評価の概要及び評価手法  

（１）事業評価の概要  

図書館協議会による検討等を重ねてきた中で、事業評価については、図

書館サービスの向上に資するため、各年度に掲げた目標及び事業について

検証及び評価を行うこととし、新・相模原市総合計画の実施計画期間（中

期実施計画：平成２６年度から平成２８年度まで、後期実施計画：平成２

９年度から平成３１年度まで）に合わせて、３か年分をまとめた評価書を

３年に１度公表することとした。  

評価書については、本市図書館全体の利用者へのサービスに係る全体評

価と、市立図書館及び相武台分館、相模大野図書館、橋本図書館の各事業

に係る各館評価に分けた構成内容とすることとした。  

（２）事業評価の手法  

   評価手法については、第三者の立場から客観的視点で行われる外部評価

と図書館職員の自己評価による内部評価、図書館利用者の満足度やニーズ

の把握等を目的に行うアンケート調査を採用した。外部評価については、

様々な専門性と知見を有する図書館協議会委員に、運営に関わる事項とし

て外部評価を依頼することとした。  

（３）全体評価  

全体評価は、図書館サービスに係る評価指標と目標値を設定し、目 標 値

に対する達成状況を定量的に検証することとし、図書館協議会委員による

外部評価（平成２７年度分から実施）と図書館職員による内部評価を行っ

た。  

  ア  評価指標  

評価指標は平成２２年に策定された「相模原市図書館基本計画」（以下

「基本計画」）の成果指標をベースに検討し、図書館サービスの基本とな

る「蔵書に関する指標」・「利用に関する指標」・「来館に関する指標」の

３つの指標に分けて評価を行った。  

・  蔵書に関する指標  

⇒市民１人当たりの蔵書数、参考図書 ( 1 )の蔵書数、郷土資料 ( 2 )の蔵

書数  

・  利用に関する指標  

⇒市民１人当たりの貸出冊数、子どもの貸出冊数  

・  来館に関する指標  

⇒入館者数、おはなし会参加者数、レファレンス ( 3 )の受付件数  

※入館者数は、「図書館基本計画」では成果指標の項目としていない

が、場としての図書館機能を計るため項目に加えることとした。  

  イ  目標値  

 各指標の項目に係る目標値は、過去の実績を踏まえ「増加を目指す」  

及び「減少を抑える」の２つの視点から以下の表のとおり設定する。  

「増加を目指す」とは、事業実施等により更に増加を目指すことを目

                             
( 1 ) 参 考 図 書 :辞 （ 事 ） 典 や 年 鑑 な ど 、 主 に 調 査 研 究 の 用 途 で 必 要 箇 所 を 参 照 す る 資 料 。  
( 2 ) 郷 土 資 料 :地 方 行 政 資 料 や 郷 土 に 関 す る 歴 史 的 資 料 、地 域 内 で 刊 行 さ れ た 資 料 な ど 、そ

の 図 書 館 が 設 置 さ れ た 地 域 や 関 係 す る 地 域 に 関 連 す る 資 料 。  
( 3 ) レ フ ァ レ ン ス :図 書 館 が 実 施 す る 情 報 サ ー ビ ス の 一 つ で 、資 料 や 情 報 を 求 め て い る 利 用

者 に 対 し て 調 査 支 援 や 直 接 回 答 を 行 う 。  
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的とし、「減少を抑える」とは、人口動向及び社会的要因等により、減少

はやむを得ない状況にありつつも、事業実施等によりその減少率を抑制

することを目的とする。  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）各館評価  

各館評価は、各図書館で実施した事業を定性的に検証することとし 、 図

書館職員による内部評価と図書館利用者へのアンケート（平成２８年度分

から実施）を行った。  

ア  評価対象  

各図書館で実施した年度ごとの主な事業を評価対象とし、事業への取

組や成果等について検証するとともに、課題点等の抽出を行った。  

イ  図書館利用者アンケート  

来館者へのアンケート及び各事業実施時のアンケートによる利用者意

見から評価や課題点を抽出した。  

 

指  標  項  目  
目標値  

（対前年比）  

蔵書に関する指標  

① 市 民 １ 人 当 た り の

蔵書数  
0.2％増加  

②参考図書の蔵書数  1.5％増加  

③郷土資料の蔵書数  3.0％増加  

利用に関する指標  

① 市 民 １ 人 当 た り の

貸出冊数  
2.0％以内の減少  

②子どもの貸出冊数  5.0％以内の減少  

来館に関する指標  

①入館者数  1.0％増加  

②おはなし会  

参加者数  
1.0％増加  

③レファレンスの  

受付件数  
1.5％以内の減少  
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Ⅱ 相模原市図書館事業評価の総括 

（評価期間：平成２６年度～平成２８年度） 
 

１  平成２６年度～平成２８年度における図書館事業評価総括  

  蔵書数が充実し市民１人当たりの蔵書冊数が増加した点や、効果的な蔵書

活用を図っている点、子ども読書活動推進計画に基づき、関係機関とも連携

しながら、図書館利用を促進する取組を各館で積極的に実施した点などが、

図書館協議会による外部評価において評価された。  

  一方で、来館者数や貸出冊数は目標値よりも減少傾向にあることから、各

館において利用促進の取組を継続して行うとともに、社会状況の変化に応じ

たサービスの研究を行い更なる利用促進につなげることや、図書館利用者の

拡大に向けた広報活動の強化等の課題が挙げられた。  

  また、蔵書の質的評価など、評価方法に関する今後の研究課題も挙げられ

た。  

  こうした評価を真摯に受け止め、今後とも改善を積み重ねながら、市民の

知の拠点として、市民や地域に役立つ図書館を目指して活動していく。  

 

２  全体評価の総括  

全体評価（ p８～）は、蔵書・利用・来館に係る各指標について定量的に検

証し評価を行った。  

（１）蔵書に関する指標（３項目）       ※ 網 掛 け は 目 標 を 達 成 し た 項 目  

評価項目  
平成２６年度

実績値  

平成２７年度

実績値  

平成２８年度

実績値  

前年比  

目標値  

市民１人当たり

の蔵書数（冊）  

1.98  1 .99  2 .01  
+0.2% 

+0.5% +0.5% +1.0% 

参考図書の  

蔵書数（冊）  

60,514 60,348 60,779 
+1.5% 

+2.0% -0 .3% +0.7% 

郷土資料の  

蔵書数（冊）  

78,422 80,513 81,458 
+3.0% 

+3.6% +2.6% +1.1% 

  「市民１人当たりの蔵書数」「参考図書の蔵書数」「郷土資料の蔵書数」に

ついて評価を行った。  

市民１人当たりの蔵書数は、いずれの年度も目標を達成した。参考図書の

蔵書数及び郷土資料の蔵書数は、平成２６年度はいずれも目標を達成したが、

平成２７・２８年度は達成できなかった。  

蔵書数は増加傾向にあり、量的な充実を図ることができている一方で、蔵

書の質的な評価も併せて行い、蔵書構築に生かすことが今後の課題である。  
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（２）利用に関する指標（２項目）       ※ 網 掛 け は 目 標 を 達 成 し た 項 目  

評 価 項 目  
平成２６年度

実績値  

平成２７年度

実績値  

平成２８年度

実績値  

前年比  

目標値  

市民１人当た

りの貸出冊数

（冊）  

4.03 4.03  3.85  
-2 .0% 

-1.8% ±0% -4.5% 

子どもの  

貸出冊数（冊） 

551,586 539,603 501,580 
-5 .0% 

-7.3% -2.2% -7.1% 

「市民１人当たりの貸出冊数」「子どもの貸出冊数」について評価を行った。

市民１人当たりの貸出冊数は、平成２６・２７年度は目標以内の減少に抑  

えることができたが、平成２８年度は目標以上の減少となった。子どもの貸

出冊数は、平成２７年度は目標以内の減少に抑えることができたが、平成２

６・２８年度は目標以上の減少となった。  

各館において、社会状況の変化に応じた新たな視点も加えながら継続的に

図書館利用促進の取組を実施するとともに、子どもの貸出については、関係

機関との連携を図りながら「相模原市子ども読書活動推進計画」を推進し、

子どもの読書環境の充実を図ることが課題である。  

（３）来館に関する指標（３項目）       ※ 網 掛 け は 目 標 を 達 成 し た 項 目  

評 価 項 目  
平成２６年度

実績値  

平成２７年度

実績値  

平成２８年度

実績値  

前年比  

目標値  

入館者数（人）  

2,091,058 2,111,074 2,027,045 
+1.0% 

-1.0% +0.9% -4.0% 

おはなし会  

参加者数（人）  

7,538 7,241 7,347 
+1.0% 

+1.0% -4.0% +1.4% 

レファレンスの  

受付件数（件）  

34,897 33,623 36,850 
-1 .5% 

-2.3% -3.7% +9.5% 

「入館者数」「おはなし会参加者数」「レファレンスの受付件数」について

評価を行った。  

入館者数は、いずれの年度も目標を達成することができなかった。おはな

し会への参加者数は、平成２６・２８年度は目標を達成し、平成２７年度は

達成できなかった。レファレンスの受付件数は、平成２６・２７年度は目標

を達成できなかったものの、平成２８年度に大きく増加し、目標を達成でき

た。  

おはなし会やレファレンスサービスの更なる周知や工夫を図るとともに、

来館者に対するサービスの分析及び検討や、館内の利用環境の整備等を行い、

来館者の増加につなげることが課題である。  
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３  各館評価の総括  

各館評価（ p２４～）は、各図書館で実施した年度ごとの主な事業を評価対

象とし、事業への取組や成果等について検証し内部評価を行った。  

平成２８年度分からは、来館者に対して実施した「事業に関するアンケー

ト」及び各事業実施時の参加者によるアンケートの結果から評価点や課題点

を抽出し、外部評価として加えた。  

各館における課題や利用者ニーズに即した蔵書構築を行うとともに、関係

機関とも積極的に連携を図り、資料の利用につながるような読書普及事業を

様々な年代に向けて実施した。  

また、事業の実施だけではなく、図書館の事業を周知する取組や、図書館

内の施設面の整備など、利用環境の充実という側面からも、図書館利用促進

を図った。  

全体評価と同様に、来館者数や貸出冊数は各館別に見ても長期的には減少

傾向にあることから、事業を計画的に推進して図書館利用促進につなげるこ

とが課題である。  

アンケート結果の分析等から利用者ニーズの把握に努め、各館でのサービ

スや蔵書構築等に生かして更なる事業の充実を図りたい。  

 



全体評価（蔵書に関する指標） 
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Ⅲ 相模原市図書館事業評価の詳細結果 

 

１  全体評価（定量評価）  

（１）蔵書に関する指標  

蔵書に関する指標（平成２６年度）  

 

【実績値】    

評価項目  目標値（対前年比） 
実績値  

平成２５年度  平成２６年度  

①市民１人当たりの  

蔵書数 （ 冊 ）  
1.97（ +0.2%）  1.97 1.98  

 
蔵書総数  

相模原市人口 （ 人 ）  

1,425,248 
 

1 ,422,404 
721,178  

1,430,685 
722,534  

②参考図書の蔵書数

（ 冊 ）  
60,190（ +1.5%）  59,301 60,514 

③郷土資料の蔵書数

（ 冊 ）  
77,918（ +3.0%）  75,649 78,422 

 

【内部評価】  

平成２６年度末の図書資料の蔵書総数は１，４３０，６８５冊で、平成２５

年度末に比べ、８，２８１冊の増となった。  

①市民１人当たりの蔵書数については、目標値１．９７冊に対し、前年比  

０．５％増の１．９８冊となり、目標値を上回った。同じく、②参考図書の蔵

書数は１，２１３冊（２．０％）、③郷土資料の蔵書数は２，７７３冊（３．６％）

の増となり、蔵書に関する指標はいずれも目標値を上回った。図書購入費予算

が前年度より増加したことに伴う購入図書の増加と、寄贈図書の積極的な活用

により、蔵書の充実を図ることができた。  

また、郷土資料については、平成２５年度の２，４６５冊の寄贈に対し、平

成２６年度は２，７０３冊の寄贈があった。郷土資料は通常の出版流通ルート

では購入が難しいものが多く、入手には図書館からの呼びかけなど継続的な取

組が必要となる。地域の図書館の果たす重要な役割のひとつとして、今後も積

極的な収集を図る必要がある。  
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蔵書に関する指標（平成２７年度）  
 

【実績値】     

評価項目  目標値（対前年比） 
実績値  

平成２６年度  平成２７年度  

①市民１人当たりの  

蔵書数 （ 冊 ）  
1.98（ +0.2%）  1.98 1.99  

 
蔵書総数  

相模原市人口 （ 人 ）  

1,433,546 
 

1 ,430,685 
722,534  

1,440,117 
721,212  

②参考図書の蔵書数

（ 冊 ）  
61,421（ +1.5%）  60,514 60,348 

③郷土資料の蔵書数

（ 冊 ）  
80,774（ +3.0%）  78,422 80,513 

 

【内部評価】  

蔵書に関する指標のうち、①市民１人当たりの蔵書数については、目標値  

１．９８冊に対し、実績はそれを上回る前年比０．５％増の１．９９冊となっ

た。これは、昨年度に引き続き、図書購入費が増額となり、蔵書の充実を図る

ことができた結果、前年度から９，４３２冊増の１，４４０，１１７冊になっ

たためである。  

 一方で、②参考図書の蔵書数は、前年度実績を下回り、③郷土資料の蔵書数

も、前年度実績は上回ったが、いずれも目標を達成することができなかった。

これは、新しく刊行された本を受け入れながら限りある保管スペースを有効に

活用するため、保存年限や保存冊数の見直しを行い、複本 ( 4 )等を除籍 ( 5 )したた

めである。  

 今後は、本市図書館の貸出状況や予約状況から利用者ニーズを把握すると共

に、文部科学省及び文化庁の読書・図書館に関する報告書、並びに民間機関が

毎年実施する読書調査等から全国的な動向を見守りながら、図書館の本旨にか

なった資料収集を推進する。  

 

 

【外部評価】  

○評価  

・  図書購入費の増額など様々な事情を勘案しながら市民を利用対象者と

した蔵書の充実を図っている。  

・  利用者ニーズの把握や読書調査等の動向の確認に努めている。  

・  複本等の除籍などにより、保管スペースの有効活用を行いつつ、各図

書館の特色を出しながら充実を図っている。  

 

                             
( 4 ) 複 本 ： 内 容 が ま っ た く 同 一 の 本 。  
( 5 ) 除 籍 ： 図 書 館 資 料 の う ち 何 ら か の 理 由 で 不 用 と さ れ た も の を 除 去 し 、 目 録 や 登 録 原 簿

等 の 当 該 資 料 の 記 録 を 抹 消 す る こ と 。  
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○課題  

・  読書を始める機会に繋げるための蔵書構築。  

・  図書と雑誌の比率を考慮した蔵書構築。  

・  電子書籍も含めた蔵書構築の検討。  

・  将来を見越した明確な収集方針及び３館の具体的な特色が現れるよう

な蔵書構築の検討。  

・  顕在化していないニーズも含めた利用者ニーズの把握。  

・  小中学生の国語の単元教材に係る図書の充実。  
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蔵書に関する指標（平成２８年度）  

 

【実績値】    

評価項目  目標値（対前年比） 
実績値  

平成２７年度  平成２８年度  

①市民１人当たりの  

蔵書数 （ 冊 ）  
2.00（ +0.2%）  1.99 2.01  

 
蔵書総数  

相模原市人口 （ 人 ）  

1,442,997 
 

1 ,440,117 
721,212  

1,449,482 
720,986  

②参考図書の蔵書数

（ 冊 ）  
61,253（ +1.5%）  60,348 60,779 

③郷土資料の蔵書数

（ 冊 ）  
82,928（ +3.0%）  80,513 81,458 

 

【内部評価】  

平成２８年度の蔵書総数は、前年度と比べ９，３６５冊（０．６％）の増と

なった。図書資料購入予算の増に伴い購入資料が増加したこと、引き続き寄贈

図書を活用したこと、保健と福祉のライブラリー移転の際に図書館で必要な資

料を移管したことなどが蔵書の充実につながり、①市民１人当たりの蔵書数は

２．０１冊に増え目標値を達成することができた。  

蔵書については、引き続き量的充実を図るとともに、利用者ニーズの把握や

蔵書構成の見直しなどを随時行い、質的側面を更に充実させることが課題であ

る。課題に対する全館での取組として、複本購入 ( 6 )の考え方の整理及び分担購

入資料 ( 7 )の見直しを実施し、全館での効果的な資料収集を図った。各館の取組

として、市立図書館では高齢者世代や中高生世代向けの資料の書架を新設し、

利用対象に沿った蔵書活用の試みを行った。また、相模大野図書館では、世代

や特性に配慮した資料収集として、大活字本等の積極的収集を行った。橋本図

書館ではテーマ別資料コーナーを設置し、ビジネスや健康などのより具体的な

主題に対応した蔵書構築を行った。  

今後も資料の利用状況などから利用者のニーズを把握し、蔵書の増加を図書

館利用に効果的に結び付けられるような取組を行う必要がある。  

②参考図書の蔵書数及び③郷土資料の蔵書数はいずれも前年度比で増加した

ものの、参考図書４３１冊（０．７％）、郷土資料９４５冊（１．１％）の増に

留まり、目標値を達成することができなかった。昨年度に郷土資料のうち行政

資料の保存年限や保存冊数の見直しを行い、各館で継続的に適正数の除籍を実

施したため、増加の伸びが抑制された。  

 

                             
( 6 ) 複 本 購 入 ： 同 一 の タ イ ト ル の 資 料 を 複 数 購 入 し 所 蔵 す る こ と 。一 般 書 に つ い て は 、予

約 多 数 な ど の 一 定 の 理 由 が あ る も の を 除 き 、 図 書 館 で の 購 入 を 原 則 １ タ イ ト ル １ 冊 と

し て い る 。  
( 7 ) 分 担 購 入 資 料 ： 新 書 や 文 庫 、 外 国 語 資 料 を 各 館 で 分 担 し 、 継 続 的 に 購 入 し て い る 。  
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参考図書・郷土資料は館内閲覧による利用が基本となるため、３館相互のレ

ファレンスサービスや館間貸出 ( 8 )など、運用面の工夫により効率的な蔵書活用

を図っている。また、市立図書館での公文書館連携展示や、各館での庁内情報

発 信 の 取 組 に よ り 、 各 機 関 の 専 門 性 を 活 用 し な が ら 郷 土 資 料 の 周 知 と 活 用 を

図っている。今後も各館で必要な資料の収集と保存及び活用の取組を実施し、

効果的な蔵書構築に努めたい。  

 

 

【外部評価】  

○評価  

・  定量評価として、蔵書総数が目標値を上回っている。  

・  市民１人当たりの蔵書冊数が増加している。  

・  予算増だけに頼ることなく、寄贈図書の活用や資料移管などにより蔵

書の充実に努めている。  

・  各館とも資料の利用状況などを分析しながら利用者ニーズを的確に把

握し、独自の特色ある取組を進めている。  

・  内部評価において、蔵書の質的側面を充実させることを課題と捉えて

いる。  

・  具体的に複本購入を見直すなど、効果的な資料収集を行っている。  

・  郷土資料に関する増加の伸びの抑制は、各館における継続的な適正数

の除籍の実施によるものと理解する。  

・  参考図書、郷土資料の蔵書数は目標値を達成できていないものの、運

用面で工夫することにより効率的、効果的な蔵書活用を図っている。  

○課題  

・  蔵書の量的充実とともに、質的充実の継続的な取組。  

・  利用状況の把握と、利用者ニーズに対応できる資料の充実及び蔵書の

効果的な活用。  

・  利用者の情報収集環境の多様化を踏まえた、蔵書の種類についての継

続的な検討。  

・  利用が見込まれる資料の収集と、資料を実際に利用者の目に触れさせ

届ける工夫。  

・  ３館の資料収集方針におけるより明確な役割分担の検討。  

・  子ども（特に幼児）向け資料の特性を考慮した蔵書構築。  

・  参考図書と郷土資料について、除籍数を考慮し目的を明確化した指標

の設定。  

・  特定の世代や利用者を対象とした資料について、対象者に制限された

読書環境にならないように配慮した設置上の工夫。  

 

 

                             
( 8 ) 館 間 貸 出：館 内 閲 覧 用 の 資 料 に 閲 覧 希 望 が あ っ た 場 合 、希 望 が あ っ た 館 に 送 付 し 館 内

閲 覧 資 料 と し て 短 期 間 提 供 す る こ と 。  
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（２）利用に関する指標  

利用に関する指標（平成２６年度）  

※ 「 子 ど も の 貸 出 冊 数 」 の 「 子 ど も 」 と は 、 0～ 18 才 を 指 す 。  

※ 「 子 ど も の 貸 出 冊 数 」 の 館 別 内 訳 は 、 分 館 分 を 市 立 に 含 む 。 ま た 、 公 民 館 図 書 室 分 は 含

ま れ て い な い 。  

【実績値】    

評価項目  目標値（対前年比） 
実績値  

平成２５年度  平成２６年度  

①市民１人当たりの  

貸出冊数 （ 冊 ）  

4.01 
（ -2 .0%以内）  

4.10 4.03  

 
貸出総数  

相模原市人口 （ 人 ）  

2,901,083 
 

2,960,289 
721,178  

2,914,666 
722,534  

②子どもの貸出冊数

（ 冊 ）  

564,673 
（ -5 .0%以内）  

594,393 
市立  143,764 
大野  103,517 
橋本  137,979  

551,586 
市立  132,445 
大野   97 ,418 
橋本  130,960  

 

【内部評価】  

 貸出総数は２，９１４，６６６点で、平成２５年度に比べ４５，６２３点  

（１．５％）の減となった。そ の 結 果 、 ① 市 民 １ 人 当 た り の 貸 出 冊 数 は  

４．０３冊（１．８％の減）となり、目標値以下の減少に抑えることができた。

内 訳 は 、 一 般 図 書 １ ７ ， ８ ６ ０ 冊 、 児 童 書 １ ７ ， ９ ３ ４ 冊 、 Ａ Ｖ 資 料  

１１，３９２点の減で、雑誌のみ１，５６３冊の増となっている。  

減 少 は 抑え ら れ たも の の 、蔵 書 総 数の 増 加 が貸 出 冊 数の 増 加 には 必 ず しも 結

び つ い てい な い こと か ら 、展 示 の 実施 や ブ ック リ ス トの 作 成 及び 配 布 、事 業 と

資 料 を 結び つ け る工 夫 な ど、 蔵 書 の効 果 的 な活 用 を 図る 取 組 を検 討 し 継続 的 に

実施する必要がある。  

 子どもの貸出冊数については、４２，８０７点（７．３ %）の減となり、目標

値を達成することができなかった。「第二次相模原市子ども読書活動推進計画」

で 策 定 した 取 組 をは じ め 、各 館 で 子ど も 向 けの 読 書 案内 作 成 及び お は なし 会 等

の 事 業 を実 施 し てい る が 、更 な る 子ど も た ちの 読 書 のき っ か けづ く り とな る よ

うな機会の提供や、読書環境の整備が必要である。  
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利用に関する指標（平成２７年度）  

※ 「 子 ど も の 貸 出 冊 数 」 の 「 子 ど も 」 と は 、 0～ 18 才 を 指 す 。  

※ 「 子 ど も の 貸 出 冊 数 」 の 館 別 内 訳 は 、 分 館 分 を 市 立 に 含 む 。 ま た 、 公 民 館 図 書 室 分 は 含

ま れ て い な い 。  

【実績値】    

評価項目  目標値（対前年比） 
実績値  

平成２６年度  平成２７年度  

①市民１人当たりの  

貸出冊数 （ 冊 ）  
3.94（ -2 .0%以内） 4.03 4.03  

 
貸出総数  

相模原市人口 （ 人 ）  

2,856,373 
 

2,914,666 
722,534  

2,910,963 
721,212  

②子どもの貸出冊数

（ 冊 ）  

524,006 
（ -5 .0%以内）  

551,586 
市立  132,445 
大野   97 ,418 
橋本  130,960  

539,603 
市立  128,625 
大野   95 ,127 
橋本  118,306  

 

【内部評価】  

 利 用 に関 す る 指標 は 、 ここ 数 年 間の 貸 出 冊数 の 減 少傾 向 が 続く と い う状 況 下

に お い て、 そ の 減少 を 最 小限 に 抑 えた 目 標 値で は あ った が 、 ①市 民 １ 人当 た り

の 貸 出 冊数 は 、 対前 年 比 マイ ナ ス ２％ 以 内 の目 標 に 対し て 、 実績 で は ほぼ 横 ば

い で あ った 。 ② 子ど も の 貸出 冊 数 につ い て も、 対 前 年比 マ イ ナス ５ ％ 以内 の 目

標 に 対 して 、 ２ ．２ ％ の 減少 に 抑 える こ と がで き た 。た だ し 、子 ど も の貸 出 冊

数 を 館 別で 見 る と、 市 立 図書 館 は ２． ９ ％ 、相 模 大 野図 書 館 は２ ． ４ ％、 橋 本

図書館は９．７％の減少となっている。  

 各 館 では 、 そ れぞ れ 趣 向を 凝 ら した 蔵 書 の特 集 展 示や 、 イ ベン ト に 合わ せ た

資 料 の 紹介 を す るこ と で 貸出 冊 数 を増 や す 工夫 を 引 き続 き 行 い、 今 後 も市 民 の

貴 重 な 財 産 で あ る 蔵 書 を よ り 一 層 ご 利 用 い た だ く た め の 努 力 を 重 ね て い き た

い。  

 

【外部評価】  

○評価  

・  趣 向 を 凝 ら し た 蔵 書 の 特 集 展 示 や イ ベ ン ト に 合 わ せ た 資 料 の 紹 介を各

図書館が実施し、一定の効果を上げている。  

・  青 少 年 （ 中 学 生 ・ 高 校 生 等 ） を 対 象 と し た 取 組 や 、 乳 幼 児 を 対 象とし

た事業を実施し、貸出冊数の増加を図っている。  

・  国立国会図書館デジタル化資料送信サービスの運用を開始した。  

・  新規の利用者を増やすための努力をしている。  

・  書 物 に 頼 ら な く て も 簡 単 に 情 報 が 入 手 で き る 昨 今 の 社 会 情 勢 か ら、貸

出冊数の減少はある程度やむを得ない。  



全体評価（利用に関する指標） 

- 15 - 

 

 

○課題  

・  各年代における貸出冊数の定期的な把握。  

・  子どもを取り巻く社会的な背景及び図書館をめぐる環境要因の分析。  

・  子ども時代の読書習慣を育成するための施策の実践。  

・  図書館を利用しない市民に対する働きかけ。  

・  市立図書館における読み聞かせボランティアの情報交換会の実施。  

・  幼い子を持つ親が、図書館を利用しやすい場所と感じる設備の確保。  
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利用に関する指標（平成２８年度）  

※ 「 子 ど も の 貸 出 冊 数 」 の 「 子 ど も 」 と は 、 0～ 18 才 を 指 す 。  

※ 「 子 ど も の 貸 出 冊 数 」 の 館 別 内 訳 は 、 分 館 分 を 市 立 に 含 む 。 ま た 、 公 民 館 図 書 室 分 は 含

ま れ て い な い 。  

【実績値】    

評価項目  目標値（対前年比） 
実績値  

平成２７年度  平成２８年度  

①市民１人当たりの  

貸出冊数  
3.95（ -2 .0%以内） 4.03 3.85  

 
貸出総数  

相模原市人口 （ 人 ）  

2,852,743 
 

2,910,963 
721,212  

2,778,527 
720,986  

②子どもの貸出冊数  
512,622 

（ -5 .0%以内）  

539,603 
市立  128,625 
大野   95 ,127 
橋本  118,306  

501,580 
市立  123,509 
大野   90 ,664 
橋本  108,919  

 

【内部評価】  

平 成 ２ ８年 度 の 貸出 総 数 は、 前 年 度と 比 べ １３ ２ ， ４３ ６ 冊 （４ ． ５ ％） の

減となった。その結果、①市民１人当たりの貸出冊数は３．８５冊（４．５％）

の 減 と なり 、 目 標値 を 達 成す る こ とが で き なか っ た 。貸 出 総 数は 減 少 傾向 で 、

平 成 ２ ４年 度 か ら２ ９ ０ 万冊 台 の 数値 で 推 移し て い たが 、 今 年度 は 目 標値 よ り

も減少の幅が大きかった。②子どもの貸出冊数についても、前年度と比べ  

３ ８ ， ０２ ３ 冊 （７ ． １ ％） の 減 とな り 、 目標 値 を 達成 す る こと が で きな か っ

た。  

年 齢 別 に見 る と 、５ ０ 歳 代及 び ７ ０歳 以 上 の貸 出 総 数は 増 加 した が 、 それ 以

外 の 年 齢層 は 減 少し た 。 子ど も の 年齢 別 で は、 ７ 歳 ～１ ２ 歳 の貸 出 総 数が 最 も

多 く 、 子ど も の 貸出 冊 数 の約 ５ ８ ％を 占 め てい る 。 また 、 貸 出総 数 に 占め る 子

どもの貸出冊数の割合は、前年度比で０．５％減少している。  

貸 出 は 個々 の 利 用者 の 資 料要 求 の ほか 、 図 書館 に よ るレ フ ァ レン ス サ ービ ス

や フ ロアワ ー ク ( 9 )な ど の人的 支 援、予 約 ・リク エ ストサ ー ビス、 読 書普及 の 事

業 等 、 総合 的 な 取組 が 影 響し て い る。 入 館 者数 の 減 少傾 向 や 、少 子 高 齢化 に よ

る 利 用 者層 の 変 化と い っ た状 況 を 考慮 し な がら 利 用 を促 進 す るた め に 、資 料 と

利用者をつなぐ取組の一層の充実を図りたい。  

蔵 書 に つい て は 、先 に 触 れた よ う に複 本 購 入の 考 え 方を 整 理 し、 可 能 な限 り

多 彩 な 資料 の 確 保に 努 め てい る 。 利用 状 況 の詳 細 な 分析 を 行 い選 書 に 反映 さ せ

る な ど 、各 館 の 状況 に 応 じた 蔵 書 構築 を 行 うこ と が 肝要 で あ り、 書 架 の整 理 や

展 示 等 によ る 資 料の 積 極 的な 活 用 によ り 、 利用 者 が 日頃 目 に する 書 架 に新 鮮 度

を感じさせる工夫を実践したい。  

資 料 と 人と を つ なぐ き っ かけ づ く りと し て 、各 館 で の直 接 的 なサ ー ビ スの ほ

か 、 様 々な 資 料 利用 促 進 の取 組 を 実施 し て いる 。 子 ども を 対 象と し た 取組 と し

                             
( 9 ) フ ロ ア ワ ー ク：貸 出 や 予 約 受 付 な ど カ ウ ン タ ー で 行 う サ ー ビ ス に 対 し 、カ ウ ン タ ー 以

外 の 場 所 に 出 て 行 う 利 用 者 サ ー ビ ス 。  
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ては、「第二次相模原市子ども読書活動推進計画」を策定し、子どもの読書環境

づ く り を計 画 的 に進 め て いる 。 図 書館 だ け では な く 、庁 内 の 関係 機 関 と連 携 を

取 り な がら 、 読 書の す そ 野が 広 が るよ う 取 り組 ん で いる 。 ま た、 図 書 館に お け

る 事 業 の広 報 活 動と し て 、広 報 紙 やホ ー ム ペー ジ に 加え 、 報 道機 関 へ の情 報 提

供やソーシャルメディア ( 1 0 )を活用した積極的な情報発信を行っている。  

引 き 続 き様 々 な 方向 か ら 図書 館 資 料の 利 用 促進 を 図 ると と も に、 相 模 大野 図

書 館 で 実施 し て いる 、 図 書館 以 外 の施 設 が 設置 し て いる 電 子 掲示 板 な どへ の 広

報 な ど 、図 書 館 未利 用 者 への サ ー ビス 等 の 周知 に つ なが る 試 みに よ り 、新 た な

利用者を増やす取組も必要である。  

 

 

【外部評価】  

○評価  

・  子どもの読書離れに対して、さまざまな努力をしている。  

・  関 係 機 関 と 連 携 を 取 り な が ら 、 子 ど も の 読 書 活 動 推 進 計 画 を 進 めてい

る。  

・  子 ど も を 対 象 と し た 取 組 で の 庁 内 の 関 係 機 関 と の 連 携 や ソ ー シ ャルメ

ディアの活用は評価できるので、今後もより一層進めて欲しい。  

・  書 架 に 対 し て 利 用 者 が 新 鮮 さ を 感 じ ら れ る よ う に 、 展 示 等 で 工 夫して

い る 。 ま た 、 情 報 紙 の 発 行 等 で 図 書 館 側 か ら 利 用 者 に 向 け て 寄 り 添 う 気

持ちを発信している。  

・  幅 広 い 世 代 を 考 慮 し て 、 お は な し 会 、 各 種 講 座 、 各 種 事 業 イ ベ ントが

積極的に工夫をこらして実施され、多くの参加者を集めている。  

・  様々な角度から広報活動や情報発信に取り組んでいる。  

○課題  

・  少子高齢化による利用者層の変化に対応した貸出等サービスの構築。  

・  子 ど も の 貸 出 冊 数 減 少 の 要 因 分 析 と 、 読 書 意 欲 を 喚 起 す る よ う な工夫

及び改善の検討。  

・  入 館 者 数 の 減 少 、 利 用 者 層 の 変 化 に 対 応 す る た め の 中 長 期 的 な 計画の

策定  

・  貸出冊数増加（蔵書の利用促進）につなげられるような事業の検討。  

・  書物ならではの良さを備えた蔵書の充実と積極的な周知。  

・  学 校 支 援 図 書 セ ッ ト や 団 体 貸 出 の 利 用 促 進 に 向 け た 、 継 続 的 な 情報発

信。  

・  図書館未利用者への情報発信の更なる充実。  

・  広報活動や情報発信の効果検証。  

・  図 書 館 に 対 す る 理 解 拡 大 に 向 け た 、 地 域 ボ ラ ン テ ィ ア と の 積 極 的な協

働。  

・  事業を支えるボランティア同士の交流やスキルアップの機会の拡充。  

・  多様な世代が本とともに快適な時間を過ごせる環境の整備。  

 

                             
( 1 0 ) ソ ー シ ャ ル メ デ ィ ア：イ ン タ ー ネ ッ ト 上 で 利 用 者 同 士 が 情 報 発 信 し 、相 互 に コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン を 取 れ る よ う な 仕 組 み の サ ー ビ ス 。 相 模 原 市 の 図 書 館 で は 、  

Ｔ ｗ ｉ ｔ ｔ ｅ ｒ と Ｆ ａ ｃ ｅ ｂ ｏ ｏ ｋ で 公 式 ア カ ウ ン ト を 取 得 し 、 情 報 発 信 を し て い る 。  
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（３）来館に関する指標  

来館に関する指標（平成２６年度）  

 

【実績値】  

※ ② 及 び ③ の 実 績 値 の 館 別 内 訳 は 、 分 館 分 を 市 立 に 含 む 。  

 

評価項目  目標値（対前年比） 
実績値  

平成２５年度  平成２６年度  

①入館者数（人）  
2,132,148 
（ +1.0%）  

2,111,038 
市立  533,449 
大野  666,253 
橋本  911,336 

2,091,058 
市立  537,016 
大野  654,277 
橋本  899,765 

②おはなし会  

参加者数（人）  

※ []は開催回数  

7,531 
（ +1.0%）  

7,457 [385]  
市立 2,075 [144]  
大野 1,799 [104]  
橋本 3,583 [137]  

7 ,538 [379]  
市立 2,324 [142]   
大野 1,916 [103]  
橋本 3,298 [134]  

③レファレンスの  

受付件数（件）  

35,168 
（ -1 .5%以内）  

35,704 
市立  14 ,972 
大野  8,711 
橋本  12 ,021 

34,897 
市立  14 ,333 
大野  8,922 
橋本  11 ,642  

【内部評価】  

 来 館 に関 す る 指標 は 、 ②お は な し会 参 加 者数 の み 目標 値 を 達成 す る こと が で

きた。  

① 入 館 者数 に つ いて は 、 平成 ２ ５ 年度 と 比 べ１ ９ ， ９８ ０ 人 （１ ． ０ ％） の

減 と な った 。 内 訳で は 、 市立 図 書 館の み ３ ，５ ６ ７ 人増 加 し てい る が 、相 模 大

野 ・ 橋 本は い ず れも １ 万 人以 上 減 少し て い る。 日 頃 から の 窓 口対 応 や アン ケ ー

ト 等 の 機会 を 活 用し て 利 用者 ニ ー ズを 的 確 に把 握 し 、各 種 サ ービ ス に 反映 さ せ

るなどの総合的な取組により、図書館利用の増加を図りたい。  

 ② お はな し 会 参加 者 数 は、 開 催 数は 全 体 で６ 件 減 少し た も のの 、 参 加者 数 は

７ ， ５ ３８ 人 と 、平 成 ２ ５年 度 と 比べ ８ １ 人（ １ ． ０％ ） の 増と な っ た。 お は

な し 会 は曜 日 や 季節 を 決 めて 定 期 的に 開 催 して お り 、利 用 者 に定 着 し てき て い

る と 思 われ る 。 一方 で 子 ども の 年 齢が 上 が るに つ れ て参 加 者 数が 伸 び 悩ん で お

り、各館での課題となっている。  

 ③レファレンス受付件数の総数は、平成２５年度と比べ８０７件（２．３％）

の減となった。パスファインダー ( 1 1 )の作成及び提供、レファレンス協同データ  

ベース ( 1 2 )への事例登録など、引き続き利用者が自ら調べる環境を充実させると  

ともに、サービスそのものの認知度向上の取組が必要である。  

                             
( 1 1 ) パ ス フ ァ イ ン ダ ー：特 定 の 主 題 に つ い て 、関 連 す る 資 料 や 情 報 を ま と め た も の 。相 模

原 市 の 図 書 館 で は 『 テ ー マ 別 調 べ 方 案 内 』 等 を 作 成 し て い る 。  
( 1 2 ) レ フ ァ レ ン ス 協 同 デ ー タ ベ ー ス：国 立 国 会 図 書 館 が 構 築 し 、各 図 書 館 が 協 力 し て 運 営

す る レ フ ァ レ ン ス 事 例 の デ ー タ ベ ー ス 。一 般 公 開 さ れ て い る も の は イ ン タ ー ネ ッ ト 上 で

検 索 で き る 。 相 模 原 市 立 図 書 館 ホ ー ム ペ ー ジ か ら も 、 登 録 事 例 検 索 が 可 能 で あ る 。  
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来館に関する指標（平成２７年度）  

 

【実績値】  

評価項目  目標値（対前年比） 
実績値  

平成２６年度  平成２７年度  

①入館者数（人）  
2,111,968 
（ +1.0%）  

2,091,058 
市立  537,016 
大野  654,277 
橋本  899,765 

2,111,074 
市立  575,970 
大野  645,261 
橋本  889,843 

②おはなし会  

参加者数（人）  

※ []は開催回数  

7,613 
（ +1.0%）  

7,538 [379]  
市立 2,324 [142]  
大野 1,916 [103]  
橋本 3,298 [134]  

7 ,241 [371]  
市立 2,334 [149]  
大野 1,692 [103]  
橋本 3,215 [119]  

③レファレンスの  

受付件数（件）  

34,373 
（ -1 .5%以内）  

34,897 
市立  14 ,333 
大野  8,922 
橋本  11 ,642 

33,623 
市立  14 ,863 
大野  9,129 
橋本  9,631  

※ ② 及 び ③ の 実 績 値 の 館 別 内 訳 は 、 分 館 分 を 市 立 に 含 む 。  

 

【内部評価】  

 来館に関する指標は、３項目いずれも目標を達成できなかった。  

 各館における来館特徴をみると、市立図書館は、すべての項目で増加となり、

特に①入館者数については４万人近い増となった。相模大野図書館は、③レファ

レ ン ス の受 付 件 数が 微 増 とな り 、 橋本 図 書 館は 、 す べて の 項 目で 前 年 の数 値 を

下回った。  

 ② お はな し 会 参加 人 数 につ い て は、 １ 回 当た り の 参加 者 数 を館 別 で 見る と 、

橋 本 図 書館 は 平 成２ ６ 年 度２ ４ ． ６人 、 ２ ７年 度 ２ ７． ０ 人 と、 市 立 図書 館 と

相 模 大 野 図 書 館 が １ ５ 人 ～ １ ６ 人 で あ る の に 比 べ て 多 く の 参 加 者 を 集 め て い

る。  

 今 後 は、 利 用 者の 需 要 や来 館 者 の傾 向 を 考慮 し な がら 検 証 し、 お は なし 会 の

参加者の確保に努めたい。  

 ま た 、レ フ ァ レン ス サ ービ ス を 身近 な 図 書館 サ ー ビス の １ つと し て 利用 が で

き る よ うに 周 知 を図 る と とも に 、 調べ も の に有 用 な 商用 デ ー タベ ー ス 等の 活 用

方法を積極的に紹介することで、利用者の情報リテラシーを支援していきたい。 

 

 

【外部評価】  

○評価  

・  市 立 図 書 館 の 来 館 者 数 の 増 加 は 、 人 口 減 少 な ど を 考 慮 す る と 特 筆すべ

き数値。  

・  一 定 数 の 参 加 が あ る お は な し 会 は 、 小 さ い 頃 か ら 図 書 館 の 利 用 が気軽

にできる意識を育てる機会になる。  
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・  専 門 職 の 知 識 や 外 部 機 関 の 専 門 性 を 活 か し た 連 携 事 業 は 、 図 書 館活動

事業の周知になる。  

○課題  

・  イベント等における企画内容と時期の検討及び対象者への周知。  

・  レ フ ァ レ ン ス サ ー ビ ス を 市 民 の 身 近 な サ ー ビ ス と し て 認 識 し て もらう

ための周知。  

・  レファレンスサービスにおける専門職員の確保及び育成。  

・  年度ごとの数値にとらわれない多様で冷静な視点での分析。  

・  来館者に寄り添った図書館サービスを提供できる仕組み作り。  

・  各種事業における職員の負担過重。  
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来館に関する指標（平成２８年度）  

 

【実績値】  

評価項目  目標値（対前年比） 
実績値  

平成２７年度  平成２８年度  

①入館者数（人）  
2,132,184 
（ +1.0%）  

2,111,074 
市立  575,970 
大野  645,261 
橋本  889,843 

2,027,045 
市立  559,952 
大野  614,147 
橋本  852,946 

②おはなし会  

参加者数（人）  

※ []は開催回数  

7,313 
（ +1.0%）  

7,241 [371]  
市立 2,334 [149]  
大野 1,692 [103]  
橋本 3,215 [119]  

7 ,347 [362]  
市立 2,413 [152]  
大野 2,012 [  98]  
橋本 2,922 [112]  

③レファレンスの  

受付件数（件）  

33,118 
（ -1 .5%以内）  

33,623 
市立  14 ,863 
大野  9,129 
橋本  9,631 

36,850 
市立  15 ,784 
大野  10 ,781 
橋本  10 ,285 

※ ② 及 び ③ の 実 績 値 の 館 別 内 訳 は 、 分 館 分 を 市 立 に 含 む 。  

 

 

【内部評価】  

平成２８年度の①入館者数は、２，０２７，０４５人で、前年度と比べ  

８ ４ ， ０２ ９ 人 （３ ． ９ ％） の 減 とな り 、 目標 値 を 達成 す る こと が で きな か っ

た 。 図 書館 へ の 来館 目 的 とし て は 、従 来 資 料の 貸 出 ・返 却 が かな り の 割合 を 占

めてきたが、利用者の要求が多様化する中で、「滞在型図書館」として滞在利用

を 充 実 させ る 例 も他 の 市 町村 図 書 館で は 見 受け ら れ る。 資 料 提供 と い う役 割 を

果 た し つつ も 、 利用 者 が 図書 館 に 求め る ニ ーズ を 多 角的 に 研 究し て い く必 要 が

ある。  

来 館 者 が減 少 す る一 方 で 、② お は なし 会 参 加者 数 と ③レ フ ァ レン ス の 受付 件

数は増加した。  

② お は なし 会 参 加者 数 は 、１ ０ ６ 人（ １ ． ４％ ） の 増と な り 、目 標 値 を達 成

す る こ とが で き た。 実 施 回数 と 参 加者 数 の 館別 内 訳 を見 る と 、市 立 図 書館 は い

ず れ も 増加 、 相 模大 野 図 書館 は 回 数減 ・ 参 加者 数 増 、橋 本 図 書館 は い ずれ も 減

少 と な った 。 相 模大 野 図 書館 は 、 回数 減 少 にも 関 わ らず 参 加 者数 が 増 加し て い

る 。 定 例的 な お はな し 会 のほ か 、「おは な し 会『 ま る ごと え ・ い・ ご 』」のよう

な 多 文 化に 触 れ る新 し い 取組 で も 参加 者 を 集め て い る。 子 ど もの 年 齢 に応 じ た

お は な し会 が 定 着し つ つ ある 一 方 で、 多 文 化サ ー ビ スや 高 齢 者サ ー ビ スの 視 点

な ど 、 おは な し 会に も 様 々な 要 素 を含 め る こと に よ り、 新 規 利用 者 の 利用 に つ

ながると考えられる。  

ま た 、 読書 普 及 とい う 観 点か ら は 、子 育 て 世代 も 含 め、 お は なし 会 等 の参 加

型のイベントを読書へつなげる施策の研究が必要である。  

③ レ フ ァ レ ン ス の 受 付 件 数 は 増 加 に 転 じ 、 前 年 度 と 比 べ ３ ， ２ ２ ７ 件  

（９．５％）の増となった。各館での「事業に関するアンケート」の結果では、
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調べもの目的での来館は６０歳代以上の割合が高くなっている。  

調 べ も のに 対 す る直 接 的 な支 援 の ほか 、 パ スフ ァ イ ンダ ー 作 成や レ フ ァレ ン

ス 協 同 デー タ ベ ース へ の 相談 事 例 登録 な ど の間 接 的 な支 援 を 各館 で 実 施し て い

る 。 事 例を 蓄 積 し広 く 公 開す る こ とに よ り 、レ フ ァ レン ス サ ービ ス の 周知 や 業

務 効 率 化に つ な がっ て い る。 事 例 の更 な る 活用 方 法 とし て 、 事例 の 傾 向分 析 に

よ り 利 用者 の 課 題を 把 握 し、 事 業 の実 施 や 資料 収 集 へと つ な げる 視 点 も必 要 で

あ る 。 橋本 図 書 館で は 、 登録 事 例 の被 参 照 件数 や 掲 載件 数 を 評価 さ れ 、国 立 国

会図書館から平成２１年度以降表彰を受け続けている。  

情 報 通 信技 術 の 発達 に 伴 い、 個 人 が自 ら 調 べる 環 境 は今 後 も 変化 し て いく と

思 わ れ る。 受 付 傾向 の 推 移や 利 用 者ニ ー ズ を見 極 め なが ら 、 サー ビ ス の充 実 を

図りたい。  

 

 

【外部評価】  

○評価  

・  入 館者 数 が 目標 値 を 下回 っ て はい る が 、利 用 者 のニ ー ズ が多 様 化 して い

る中で、おはなし会参加者数とレファレンス受付件数が増加している。  

・  ３ 館と も 来 館者 数 増 加の た め に、 様 々 な工 夫 を 凝ら し た イベ ン ト を実 施

し て い る 。 特 に 、 お は な し 会 の 参 加 者 （ ３ 館 合 計 ） の 増 加 は 、 今 後 の読書

活動の推進につながる明るい要素である。  

・  子 ども 向 け 、Ｙ Ａ 向 け、 あ る いは 季 節 に合 わ せ て、 内 容 の充 実 し た多 種

多様な図書館報が発行されている。  

・  子 ども に 関 する イ ベ ント や 、 大人 で は 身近 な 関 心ご と の 講座 な ど が各 館

充 実 し て い る 。 ま た 、 利 用 者 の 少 な い 若 者 に タ ー ゲ ッ ト を あ て た 企 画の実

施、機関紙や展示など手作りで親しみが持てる。  

・  レ ファ レ ン ス件 数 の 増加 に つ いて は 、 パス フ ァ イン ダ ー 作成 や 国 立国 会

図書館のレファレンス協同データベースの活用が評価できる。  

・  お はな し 会 をは じ め とす る 各 種イ ベ ン トを と も なう 、 来 館充 実 に 向け た

各 館 の 取 組 は 、 大 い に 評 価 に 値 す る 。 中 で も 「 滞 在 型 図 書 館 」 と の 新たな

視点が加わり、分析がなされているのは大変に意義深い。  

○課題  

・  市立図書館の再整備に向けての充分な検討。  

・  多文化、多世代交流ができるような要素を含んだ事業の更なる充実。  

・  来館者同士が情報交換の機会を持てるような工夫。  

・  「 レフ ァ レ ンス 」 な どの 専 門 用語 に つ いて 、 利 用者 側 に 立っ た 分 かり や

すい案内の工夫。  

・  事業に関するアンケートの結果を踏まえた社会人向けイベントの実施。  

・  レファレンスサービスの増加を見込んだ、サービスの更なる充実。  

・  専門職員の能力を活かしたレファレンスサービスへの取組。  

・  レファレンスサービスの積極的な周知。  

・  レ ファ レ ン スや 多 文 化、 障 害 者サ ー ビ ス等 の 各 種サ ー ビ スの 充 実 に向 け

た取組の質的な評価。  

・  滞在型図書館機能（カフェ併設等）の検討。  

・  滞 在型 利 用 の状 況 を 把握 す る ため の 、 館内 滞 在 時間 な ど のア ン ケ ート の
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実施。  

・  電子図書の充実の検討。  

・  指標間の関係性を考慮した目標値の検討。  
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２  各館評価（定性評価）  

（１）市立図書館  

【平成２６年度の主な事業】  

事業１  中央図書館機能の確立に向けた検討  

事業２  情報発信及び図書館サービスの提供  

事業３  第二次子ども読書活動推進計画に係る事業  

事業４  連携による新たなサービスの調査・研究  

 

事業１  中央図書館機能の確立に向けた検討  

事業内容  
 本市図書館ネットワークの中心となり、図書館施策を総合的に

企画推進する中央図書館機能の確立に向けた検討を行う。  

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

会議  
相 模 原 市 に お

け る 図 書 館 の

管 理 運 営 検 討

委員会  

・ 相 模 原 市 に お

け る 中 央 図 書 館

機 能 に つ い て の

考 え 方 の 策 定 に

ついて  

・ 本 市 図 書 館 に

係 る 諸 課 題 の 検

討経緯について  

2 回実施  

（ 6/13、 2/13）  

相 模 原 市 に お

け る 図 書 館 の

管 理 運 営 検 討

委 員 会 作 業 部

会  

・ 本 市 に ふ さ わ

し い 中 央 図 書 館

機 能 と 組 織 体 制

についての協議  

2 回実施  

（ 11/26、 1/30） 

 

視察  横 浜 市 中 央 図

書 館 及 び 都 築

図書館の視察  

中 央 図 書 館 機 能

や 上 溝 方 面 図 書

館 機 能 の 検 討 に

参 考 と な る 図 書

館を視察  

1 回実施  

（ 12/25）  

 

 

内部評価  
 中央図書館機能の確立に向け、相模原市における図書館の管理

運営検討委員会・作業部会において「中央図書館機能についての

考え方」の整理及び検討を進めた。中央図書館として必要とされ

る機能の洗い出しを行った。  
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事業２  情報発信及び図書館サービスの提供  

事業内容  
 図書館情報を積極的に発信するとともに、市民ニーズに応じた

サービスの提供に努める。  

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

広聴・広報  

図書館報  

ＴＯＭＴＯＮ

の発行  

一 般 向 け 図 書 館

報の作成・配布  
発行回数  4 回  

リトルトントン

の発行  

子 ど も 向 け 読 書

案 内 の 作 成 ・ 配

布  

発行回数  11 回  

わ ぃ ’ ず ★ と
んとんの発行  

中 高 生 世 代 向 け

読 書 案 内 の 作

成・配布  

発行回数  6 回  

ホームページに

よる情報発信  

各 事 業 の 紹 介 ・

周知  
件数  73 回  

あなたの声  

図 書 館 に 対 す る

意 見 箱 の 設 置 と

回答の公表  

件数  41 件  

 

蔵書構築  

図 書 資 料 の 収

集・提供  

（雑誌・ＡＶ資

料を除く）  

特 色 を 生 か し た

図 書 資 料 の 収 集

や 予 約 ・ リ ク エ

スト資料の提供  

26 年度蔵書冊数  

334,819 冊  

（図書資料）  

 

26 年度購入冊数  

5,896 冊  

（図書資料）  

 

26 年度貸出点数  

671,119 冊  

 

26 年度予約・リ

ク エ ス ト 処 理 件

数  86,717 件  

 

講座  

 

 

歴史講座  

「花燃ゆ」の世

界  

大 野 北 公 民 館 と

連 携 し 、 専 門 家

に よ る 講 義 を 実

施  

参加者数  

延べ 272 人  

は じ め て の わ

らべうた・手あ

そび講座  

大 野 北 公 民 館 と

の 共 催 で 、 0～ 2

歳 の 幼 児 と そ の

保 護 者 を 対 象 と

し た わ ら べ う た

と 手 遊 び の 実 技

講座を実施  

参加者数  

延べ 75 組  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

講座  

読 書 普 及 講 座

「 ス ト ー リ ー

テ リ ン グ ( 1 3 )入

門講座」  

ス ト ー リ ー テ リ

ン グ の 基 礎 知 識

の 習 得 と 実 践 の

ための講座  

参加者数  

延べ 62 人  

布 え ほ ん ボ ラ

ン テ ィ ア 養 成

講座  

大 野 北 公 民 館 と

の 共 催 で 、 地 域

ボ ラ ン テ ィ ア 活

動 と し て の 布 絵

本 製 作 と 実 技 指

導の講座を実施  

参加者数  

延べ 38 人  

 

展示  

 

特 集 展 示 の 実

施  

時 宜 に 合 わ せ た

展示を実施  
件数  12 件  

 

 

内部評価  
 図書館報及び図書館ホームページの活用、時宜に応じた特集展

示やブックリストの配布など、積極的な情報発信を行った。  

 また、館内に設置してある「あなたの声」（意見箱）に寄せられ

た意見をもとに、市民ニーズに応じた資料収集を行うとともに、

各種講座等を開催し、図書館サービスの充実を図った。  

 

  

                             
( 1 3 ) ス ト ー リ ー テ リ ン グ ： 語 り 手 が 物 語 を 覚 え て 語 り 聞 か せ る こ と 。  
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事業３  第二次子ども読書活動推進計画に係る事業  

事業内容  
 家庭、地域、図書館、学校等の相互連携や協力関係を更に深め、

第二次子ども読書活動推進計画の推進に努める。  

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.市立図書館  

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

おはなし会  

（定例）  

おはなし会  
（ 2～ 6 歳児向
け）  

2 ～ 6 歳 の 幼 児

と 保 護 者 、 小 学

生 を 対 象 に し た

おはなし会  

参加者数  

延べ 1,143 人  

 

イベント  

（児童対象） 

子ども読書の

日記念事業

「キッズ☆

フェスタ
( 1 4 )2014」  

講演会、人形劇、

朗 読 、 絵 本 と お

は な し 、 布 絵 本

お は な し 会 な ど

を開催  
※ 4 館 の 合 同 開 催  

参加者数  

延べ 506 人  

（ 4 館合計）  

はじめてのわ

らべうた・手あ

そび講座  

[P25 再掲 ] 

大 野 北 公 民 館 と

の 共 催 で 、 0～ 2

歳 の 幼 児 と そ の

保 護 者 を 対 象 と

し た わ ら べ う た

と 手 遊 び の 実 技

講座を実施  

参加者数  

延べ 75 組  

読書スタンプラ

リー  

図 書 館 が 選 定 し

た 本 の 内 容 の ク

イ ズ や 本 探 し 、

図 書 館 に 関 す る

ク イ ズ に 答 え 、

正 解 者 に 記 念 品

を贈呈  
※ 4 館 の 合 同 開 催  

参加者数  

延べ 1,403 人  

（ 4 館合計）  

布えほん展  

「 布 お も ち ゃ

サ ー ク ル ・ ピ ノ

キ オ 」 と の 共 催

で 、 布 絵 本 ・ 布

お も ち ゃ な ど の

展 示 と 、 布 絵

本 ・ エ プ ロ ン シ

ア タ ー ( 1 5 ) な ど

を 使 っ た お は な

し会を開催  

参加者数  

延べ 352 人  

                             
( 1 4 ) キ ッ ズ フ ェ ス タ：市 内 ４ 館 合 同 で 開 催 す る 子 ど も 読 書 の 日 記 念 事 業 。市 立 図 書 館 を 会

場 に 講 演 会 や お は な し 会 等 を 行 う 。  
( 1 5 ) エ プ ロ ン シ ア タ ー：エ プ ロ ン を 舞 台 に 見 立 て て 演 じ 手 が 物 語 を 展 開 さ せ て い く 人 形 劇 。 
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

イベント  

（児童対象） 

 

夏休み子ども  

不思議実験教室  

小 学 生 を 対 象 と

し た 、 実 験 工 作

及 び 関 連 す る

ブ ッ ク ト ー ク
( 1 6 ) 

参加者数  18 人  

夏の大きな  

おはなし会  

素 話 、 ペ ー プ

サート ( 1 7 )、大型

絵 本 の 読 み 聞 か

せなど  

参加者数  22 人  

人形劇  
人 形 劇 団 プ ー ク

による公演  
参加者数  46 人  

冬の大きな  

おはなし会  

人 形 劇 、 パ ネ ル

シアター ( 1 8 )、大

型 紙 芝 居 、 大 型

絵 本 の 読 み 聞 か

せなど  

参加者数  

延べ 106 人  

子ども不思議

実験教室  

小 学 生 を 対 象 と

し た 、 実 験 工 作

及 び 関 連 す る

ブックトーク  

参加者数  23 人  

春の大きな  

おはなし会  

人 形 劇 、 エ プ ロ

ン シ ア タ ー 、 大

型 絵 本 の 読 み 聞

かせなど  

参加者数  

延べ 179 人  

オリジナルス

トーリーによ

る世界に一つ

だけの紙芝居

を作ってみよ

う！  

オ リ ジ ナ ル ス

ト ー リ ー に よ る

紙 芝 居 の 制 作 及

び実演を学ぶ  

参加者数  

延べ 32 人  

 

学校支援  学校支援図書

セットの貸出  

小 ・ 中 学 校 を 対

象 に 授 業 や 調 べ

学 習 に 役 立 つ 図

書を配送で貸出  

貸出回数  

延べ 42 回  

職業体験  

窓 口 業 務 、 書 架

整 理 、 装 備 な ど

の 図 書 館 業 務 の

体験  

延べ 12 校  

延べ 76 人  

 

                             
( 1 6 ) ブ ッ ク ト ー ク ： 特 定 の テ ー マ に 沿 っ て 何 冊 か の 本 の 内 容 を 紹 介 す る こ と 。  
( 1 7 ) ペ ー プ サ ー ト：表 裏 に 物 語 の 登 場 人 物 を 描 い た 厚 紙 に 割 り 箸 状 の 棒 を 貼 り 付 け 、物 語

の 進 行 に 合 わ せ て 棒 を 繰 る 紙 人 形 劇 。  
( 1 8 ) パ ネ ル シ ア タ ー：布 を 貼 っ た ボ ー ド（ パ ネ ル 板 ）に 、絵 を 貼 っ た り 外 し た り し な が ら

物 語 な ど を 演 じ る 。  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

学校支援  
施設見学  

図 書 館 の 概 要 と

利 用 方 法 を 紹 介

し 、 フ ロ ア 案 内

や 書 庫 な ど を 見

学  

延べ 8 校  

延べ 381 人  

出向サービス  

依 頼 に よ り 直 接

学 校 に 出 向 き 、

ブ ッ ク ト ー ク な

どを実施  

5 回  

調 べ 学 習 の 受

入  

市 内 の 小 ・ 中 学

校 が 行 う 調 べ 学

習の受入  

１校  

52 人  

 

ボ ラ ン テ ィ

ア の 養 成 及

び活動支援  

読 書 普 及 講 座

「 ス ト ー リ ー

テ リ ン グ 入 門

講座」  

[P26 再掲 ] 

ス ト ー リ ー テ リ

ン グ の 基 礎 知 識

の 習 得 と 実 践 の

ための講座  

参加者数  

延べ 62 人  

布 え ほ ん ボ ラ

ン テ ィ ア 養 成

講座  

[P26 再掲 ] 

大 野 北 公 民 館 と

の 共 催 に よ る 、

地 域 ボ ラ ン テ ィ

ア 活 動 と し て の

布 絵 本 製 作 と 実

技 指 導 の 講 座 を

実施  

参加者数  

延べ 38 人  

 

その他  く る く る ブ ッ

ク 事 業 （ 児 童

書）  

市 の 児 童 関 連 施

設 等 に 児 童 書 の

リ サ イ ク ル 図 書

を提供  
※ 3 館 の 合 同 開 催  

参加団体  

37 団体  

提供資料   

1,283 冊  

（ 3 館合計）  

 

2.相武台分館  

事業項目  実施事業  内容  結果  

おはなし会  

（定例）  
おはなし会  

ボ ラ ン テ ィ ア 団

体 と の 共 催 に よ

る 、 小 学 校 低 学

年 ま で を 対 象 に

したおはなし会  

参加者数  

延べ 874 人  

イベント  

（児童対象） 
夏の大きな  

おはなし会  

人 形 劇 、 絵 本 の

読み聞かせなど  

参加者数  

延べ 63 人※  
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実施内容  

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

イベント  

（児童対象） 

夏の夕べの  

か み し ば い の

会  

ボ ラ ン テ ィ ア 団

体 と の 共 催 に よ

る 、 隣 接 公 園 で

の紙芝居  

参加者数  

延べ 32 人  

冬の大きな  

おはなし会  
人形劇など  

参加者数  

延べ 47 人※  

春の大きな  

おはなし会  

人 形 劇 絵 本 の 読

み聞かせなど  

参加者数  

延べ 70 人※  

※ 春 ・ 夏・ 冬 の 大き な お はな し 会 の参 加 者 数は 、 定 例お は な し 会 の

参加者数の内数字  

 

内部評価  
 公民館との連携による布絵本講座等を開催するとともに、学校

の学習を支援するため、学校支援図書セット制度の充実や調べ学

習・職業体験、施設見学の積極的な受け入れを行った。また、障

害者サービスとして布絵本の貸出や、子育て支援の一助として乳

児向け事業の実施をするなど、第二次子ども読書活動推進計画の

推進に努めた。  
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事業４  連携による新たなサービスの調査・研究  

事業内容  
 公共施設等との連携による新たなサービスの提供について、調

査・研究を行う。  

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

調査・研究  
上 溝 高 校 図 書

室 地 域 開 放 に

係る打合せ  

新 し く 改 築 す る

上 溝 高 校 図 書 室

の 地 域 開 放 に つ

い て 学 校 と 市 で

検討  

3 回実施  

（ 5/13、 6/25、

9/30）  

横 浜 市 中 央 図

書 館 及 び 都 築

図書館の視察  

[P24 再掲 ] 

中 央 図 書 館 機 能

や 上 溝 方 面 図 書

館 機 能 の 検 討 に

参 考 と な る 図 書

館を視察  

1 回実施  

（ 12/25）  

 

 

内部評価  
 上溝方面図書館機能を検討する中で、公共施設との連携による

新たなサービスの提供について、調査・研究を行った。具体的に

は、上溝地域にある県立高校図書室の地域への解放に向けた協議

を学校側と行い、試験的な実施について方向性を確認した。  
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【平成２７年度の主な事業】  

事業１  図書館資料の収集及び利用の促進  

事業２  第二次子ども読書活動推進計画の改定版作成  

事業３  図書館評価内容等の検討  

 

事業１  図書館資料の収集及び利用の促進  

事業内容  

 市民の学習を支え、豊かな暮らしに役立つ幅広い分野の資料、

情報の収集を行う。  

 また、市民の身近な図書館として、市民ニーズに即した積極的

な啓発活動、情報発信を行う。  

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．市立図書館  

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

おはなし会  

（定例）  

わ ら べ う た 会

（ 0～ 2 歳 児 向

け）  

2 歳 ま で の 親 子

へ の 、 わ ら べ う

た の 実 演 と 絵 本

の 読 み 聞 か せ な

ど  

参加者数  

延べ 211 人  

おはなし会  
（ 2～ 6 歳 児 向
け）  

2 ～ 6 歳 の 幼 児

と 保 護 者 、 小 学

生 を 対 象 に し た

おはなし会  

参加者数  

延べ 1,227 人  

かみしばい会  

子 ど も を 対 象 に

し た 紙 芝 居 の 上

演  

参加者数  

延べ 624 人  

紙芝居劇場  
大 人 を 対 象 と し

た紙芝居の上演  

参加者数  

延べ 164 人  

 

イベント  

（児童対象） 

子ども読書の日

記念事業  

「キッズ☆フェ

スタ 2015」  

講演会、人形劇、

朗 読 、 絵 本 と お

話 、 布 絵 本 お は

なし会など  

※ 4 館合同開催  

参加者数  

延べ 505 人  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

イベント  

（児童対象） 読書スタンプ  

ラリー  

図 書 館 が 選 定 し

た 本 の 内 容 の ク

イ ズ や 本 探 し 、

図 書 館 に 関 す る

ク イ ズ に 答 え 、

正 解 者 に 記 念 品

を贈呈  
※ 4 館 の 合 同 開 催  

参加者数  

延べ 1,508 人  

（ 4 館合計）  

布えほん展  

「 布 お も ち ゃ

サ ー ク ル ・ ピ ノ

キ オ 」 と の 共 催

で 、 布 絵 本 ・ 布

お も ち ゃ な ど の

展 示 と 、 布 絵

本 ・ エ プ ロ ン シ

ア タ ー な ど を

使 っ た お は な し

会を開催  

参加者数  

延べ 399 人  

夏休み子ども  

不思議実験教室  

実 験 と ブ ッ ク

トーク  
参加者数  25 人  

夏の大きな  

おはなし会  

素 話 、 ペ ー プ

サ ー ト 、 大 型 絵

本 の 読 み 聞 か せ

など  

参加者数  

延べ 44 人  

子 育 て 支 援 事

業  

「 ハ ロ ウ ィ ー

ン を 楽 し も

う！」  

大 野 北 公 民 館 と

連 携 し 、 ハ ロ

ウ ィ ー ン に ち な

ん だ お は な し 会

と 、 親 子 で の お

菓子作りを開催  

参加者数  

延べ 30 人  

街頭紙芝居  

街 頭 紙 芝 居 用 自

転 車 を 活 用 し て

実演  

参加者数  

延べ 57 人  

冬の大きな  

おはなし会  

人 形 劇 、 パ ネ ル

シ ア タ ー 、 大 型

紙 芝 居 、 大 型 絵

本 の 読 み 聞 か せ

など  

参加者数  

延べ 93 人  

 

 



各館評価（市立図書館） 

- 34 - 

 

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

イベント  

（児童対象） 

子 育 て 支 援 事

業  

「みて・さわっ

て・よんで・あ

そ ぼ う  布 え

ほんひろば」  

大 野 北 公 民 館 と

連 携 し 、 布 絵 本

や 布 お も ち ゃ な

ど の 展 示 と 、 布

絵 本 な ど を 使 っ

た お は な し 会 を

開催  

参加者数  

延べ 305 人  

子ども不思議

実験教室  

実 験 と ブ ッ ク

トーク  
参加者数  18 人  

春の大きな  

おはなし会  

人 形 劇 、 エ プ ロ

ン シ ア タ ー 、 大

型 絵 本 の 読 み 聞

かせなど  

参加者数  

延べ 97 人  

つくっちゃおう  

かみしばい！  

小 学 生 を 対 象 と

し 、 紙 芝 居 の 制

作 と 実 演 方 法 を

学 び 、 平 成 28

年 4 月 23 日開催

の 「 キ ッ ズ ☆

フェスタ 2016」

で発表会を実施  

参加者数  

延べ 36 人  

 

イベント  

（一般対象） 

図書館  

マナーアップ  

キャンペーン  

汚 破 損 資 料 の 展

示 、 マ ナ ー 川 柳

の募集  

応募作品  

延べ 39 作品  

図書館  

マナーアップ  

キャンペーン  

第２弾  

募 集 し た マ ナ ー

川 柳 の 一 般 投 票

と 、 選 出 さ れ た

マナー川柳 8 作

品 を 印 刷 し た 期

限票の配布  

期限票配布数  

16,000 枚  

将来の学びを

見つけよう！  

アメリカ留学説

明会  

アメリカンセン

ターＪａｐａｎ

から講師を招き、

アメリカ留学に

関心のある学生

や保護者に向け

た説明会を実施  

参加者数 11 人  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

イベント  

（一般対象） 

読書普及講座  

「ストーリーテ

リング中級編」  

ス ト ー リ ー テ リ

ン グ の 知 識 の 習

得と実践  

参加者数  

延べ 41 人  

「読書週間」  

推進事業  

「読書の楽しみ

方再発見！！  

図書館の魅力を

大公開」  

読 書 を 楽 し む た

め の 方 法 や 、 図

書 館 の 活 用 法 が

わ か る 本 の 紹 介

と 「 図 書 館 の 自

由 」 に 関 す る パ

ネル展示  

―  

「読書週間」  

推進事業  

「 読 書 の 楽 し

み 方 再 発 見 ！ !

図 書 館 の 魅 力

を大公開」第２

弾  

・ さ が み ん に よ

る 図 書 館 ツ ア ー

や 、 本 が 装 備 さ

れ て 蔵 書 と な る

ま で の 過 程 を 紹

介 し た 展 示 を 設

置  

・ 目 録 カ ー ド の

配 布 と 浮 出 プ レ

スの体験を実施  

―  

法律講座「終活

を 考 え た 遺 言

書の作り方」  

“ 終 活 ” を 考 え

た 遺 言 書 の 作 り

方 を 学 び 、 必 要

な法律に触れる  

参加者数  33 人  

と し ょ か ん 福

袋  

内 容 が 見 え な い

よ う に し た 蔵 書

を 袋 に 入 れ て 貸

し出し  

提供数   

62 セット  

歴史講座  

「 戦 国 時 代 の

武 将  真 田 幸

村入門」  

大 野 北 公 民 館 と

連 携 し 、 専 門 家

に よ る 講 義 を 実

施  

参加者数  

延べ 311 人  

くるくるブック

コーナー  

リ サ イ ク ル 図 書

(除 籍 資 料 )の 提

供  

提供資料数  

3,995 冊  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 
広報  

図書館報  
ＴＯＭＴＯＮの
発行  

一 般 向 け 図 書 館

報の作成・配布  
発行回数  4 回  

リトルトントン
の発行  

子 ど も 向 け 読 書

案 内 の 作 成 ・ 配

布  

発行回数  11 回  

わ ぃ ’ ず ★ と
んとんの発行  

中 高 生 向 け 読 書

案 内 の 作 成 ・ 配

布  

発行回数  6 回  

広 報 さ が み は
らへの掲載  

各 事 業 の 紹 介 ・

周知  
件数  23 件  

ＳＮＳによる  

情報発信の開始  

平成 27 年 10 月

6 日 よ り 、 情 報

発 信 ツ ー ル と し

て ツ イ ッ タ ー 及

び フ ェ イ ス ブ ッ

クを開始  

発信回数  

ツイッター  

： 157 件  

 

フェイスブック  

： 108 件  

 

蔵書構築  

資料の収集・提

供  

特 色 を 生 か し た

資 料 の 収 集 や 予

約 ・ リ ク エ ス ト

資料の提供  

27 年度所蔵点数  

351,874 冊  

（図書・AV 資料

計）  

 

27 年度購入冊数  

8,577 冊  

（図書・ AV 資

料・雑誌計）  

 

27 年度貸出冊数  

660,753 冊  

 
その他  展示  展示（随時実施） 件数  21 件  

庁内情報発信  
庁 内 各 課 機 関 と

の連携企画  
件数  10 件  

く る く る ブ ッ

ク 事 業 （ 児 童

書）  

市 の 児 童 関 連 施

設 等 に 児 童 書 の

リ サ イ ク ル 図 書

(除 籍 資 料 )を 提

供  

※ 3 館合同開催  

参加団体   

19 団体  

 

提供資料数  

合計 836 冊  

（ 3 館合計）  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 
その他  

国 立 国 会 図 書

館 デ ジ タ ル 化

資 料 送 信 サ ー

ビ ス の 運 用 開

始  

平成 27 年 10 月

1 日 よ り 、 国 立

国 会 図 書 館 デ ジ

タ ル 化 資 料 送 信

サ ー ビ ス の 利 用

提 供 を 開 始 。 国

立 国 会 図 書 館 で

デ ジ タ ル 化 さ れ

た 図 書 ・ 雑 誌 な

どの約 142 万点

の 資 料 を 、 館 内

専 用 端 末 で 閲

覧 ・ 印 刷 が で き

る よ う に な っ

た。  

※ 3 館で開始  

利用件数  57 件  

 

２．相武台分館  

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

おはなし会  

（定例）  おはなし会  

ボ ラ ン テ ィ ア グ

ル ー プ と の 共 催

に よ る 、 小 学 校

低 学 年 ま で を 対

象 に し た お は な

し会  

参加者数  

延べ 695 人  

 

イベント  

（児童対象） 

夏の大きな  

おはなし会  

人 形 劇 、 絵 本 の

読み聞かせなど  

参加者数  

延べ 53 人  

夏の夕べの  

か み し ば い の

会  

ボ ラ ン テ ィ ア 団

体 と の 共 催 に よ

る 、 隣 接 公 園 で

の紙芝居  

参加者数  

延べ 31 人  

冬の大きな  

おはなし会  
人形劇など  

参加者数  

延べ 64 人  

春 の 大 き な お

はなし会  

人 形 劇 絵 本 の 読

み聞かせなど  

参加者数  

延べ 61 人  
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実施内容  

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

蔵書構築  

資料の収集・提

供  

特 色 を 生 か し た

資 料 の 収 集 や 予

約 ・ リ ク エ ス ト

資料の提供  

27 年度蔵書冊数  

42,687 冊（図書

資料）  

 

27 年度購入冊数  

1,845 冊  

 

27 年度貸出冊数  

113,835 冊  
 

 

内部評価  
 国 立 国 会 図 書 館 デ ジ タ ル 化 資 料 送 信 サ ー ビ ス の 利 用 提 供 開 始

により、今までは国立国会図書館へ直接出向かないと閲覧できな

か っ た 過 去 の 専 門 的 な 資 料 等 が デ ジ タ ル 閲 覧 で き る よ う に な っ

た。  

 ＳＮＳの情報発信においては、これまでの『広報さがみはら』

や図書館ホームページ等に加え、来館していない利用者へのＰＲ

として活用している。また、即時性に優れた特徴を生かして、イ

ベント開催状況や、駐車場の満車状況など施設に関する緊急のお

知らせを発信できるようになった。  

 子ども向けのおはなし会をはじめ、大野北公民館との連携事業

などを行い、一定の集客を得ているが、イベントの対象や参加者

に偏りがあり、幅広い層の住民が参加できる企画の立案と、利用

者への周知が今後の課題である。  
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事業２  第二次子ども読書活動推進計画の改定版作成  

事業内容  

 本 計 画 の 期 間 は 平 成 ２ ３ 年 度 か ら 平 成 ３ １ 年 度 ま で と し て お

り、計画の中で、具体的な施策にかかる部分については、平成２

７年度を目途に見直すこととしていたことから、これまでの具体

的な取組についての検証・評価を行い、今後の読書活動の推進に

かかる課題を整理し、新たな取組や変更が生じた名称等を追補し

改訂版の作成を行う。  

 

実施内容  

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

会議  推進会議  
具 体 的 な 取 組 や

変 更 が 生 じ た 部

分の確認と評価  

3 回実施  

（ 5/21、 1/22、

3/30）  

担当者会議  

4 回実施  

（ 6/18、 7/31、

11/11、 2/2）  

 

 本 計 画 を 策 定 し た 後 の 主 な 施 策 と 具 体 的 な 取 組 に か か る 進 行

管理は、相模原市子ども読書活動推進会議が行っている。平成２

７年度には、推進会議を３回、担当者会議を４回開催した。会議

では、具体的な取組や変更が生じた部分の確認と評価を行い、「取

組への評価と今後の方針」としてまとめた。  

 改訂版の作成については教育委員会へ報告するとともに、市の

ホームページに掲載する。  

 

内部評価  

 改訂版の作成にあたり、子ども読書活動の推進を図る取組につ

いて、関係各課の取組に関する情報共有を行うとともに、連携を

図 り 、 こ れ ま で の 取 り 組 み に 対 す る 評 価 と 今 後 の 課 題 を ま と め

た。  
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事業３  図書館評価内容等の検討  

事業内容  

 図書館法第７条の３に基づき「図書館評価」を実施するため、

評価内容、外部評価の方法、利用者評価の方法、評価公表の時期

等の検討を行う。  

 

実施内容  

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

会議  
担当者会議  

図 書 館 評 価 実 施

に 向 け 、 各 館 担

当者と調整  

3 回実施  

（ 7/8 、 8/25 、

1/19）  

図 書 館 協 議

会  

図 書 館 協 議 会 委

員 に 対 し 図 書 館

評価の説明  

第 3 回相模原市

立図書館協議会  

（ 2/16）  

 

 

 

内部評価  

 今年度は、全体評価の指標と目標値の考え方及び各館評価にお

ける外部評価について、図書館３館の担当者による担当者会議を

行った。  

 全体評価は、図書館基本計画に掲載されている５つの目標を指

標として、それに関する目標値の考え方を整理した。各館評価は、

各館の来館者に対してアンケートを実施し、その結果を外部評価

として用いることとした。  

 担当者会議で検討した内容は、第３回相模原市立図書館協議会

の議題として提案し、図書館協議会委員の意見を伺った。委員か

らは、方向性について概ね了承をいただいた。一方で、今後の評

価 作 業 に 係 る ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て 次 回 の 図 書 館 協 議 会 で 具 体

的に示して欲しいという意見をいただいた。  

 今後も各館担当者、各関係課、図書館協議会委員において議論

を重ねることで、図書館の運営の改善を図るために必要な評価方

法の検討を行い実施していきたい。  
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【平成２８年度の主な事業】  

事業１  図書館利用の促進と読書普及に係る事業  

事業２  資料充実、並びに蔵書の活用に係る事業  

事業３  管理及び運営に係る事業  

 

事業１  図書館利用の促進と読書普及に係る事業  

事業内容  

各世代のニーズに応じて、講座やおはなし会等のイベントの

開催、テーマを設けた展示等を通じて、利用者が求める情報を

提供するとともに、それぞれの取組が貸出につながるよう事業

を実施する。  

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

子 ど も に 向

けた事業  

 

わらべうた会  

2 歳 ま で の 親 子

へ の 、 わ ら べ う

た の 実 演 と 絵 本

の 読 み 聞 か せ な

ど  

参加者数  

延べ 592 人  

おはなし会  

2 ～ 6 歳 の 幼 児

と 保 護 者 、 小 学

生 を 対 象 に し た

おはなし会  

参加者数  

延べ 1,354 人  

かみしばい会  

子 ど も を 対 象 に

し た 紙 芝 居 の 上

演  

参加者数  

延べ 525 人  

子 ど も 読 書 の

日記念事業  

「 キ ッ ズ ★

フ ェ ス タ  

2016」  

講演会、人形劇、

朗 読 、 絵 本 と お

話 、 布 絵 本 お は

な し 会 な ど を 開

催  

※ 4 館合同開催  

参加者数  

延べ 458 人  

調 べ る っ て お

も し ろ い ！ ～

図 書 館 で 調 べ

て、新聞をつく

ろう～  

「 図 書 館 と 市 民

を つ な ぐ 会 ・ 相

模原」と共催で、

小 中 学 生 を 対 象

に 、 図 書 館 資 料

を 使 っ て 新 聞 を

作 成 す る 講 座 を

開催  

参加者数  11 人  

 

 



各館評価（市立図書館） 

- 42 - 

 

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

子 ど も に 向

けた事業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

街頭紙芝居  

街 頭 紙 芝 居 用 自

転 車 を 活 用 し て

屋 外 で 紙 芝 居 等

を実演  

参加者数  

延べ 78 人  

子ども読書  

ス タ ン プ ラ

リー  

4 歳 ～ 小 学 生 を

対 象 に 、 本 の 内

容 や 図 書 館 に 関

す る ク イ ズ に 答

え 、 正 解 者 に 記

念品を贈呈  

※ 4 館合同開催  

参加者数  

延べ 1,249 人  

（ 4 館合計）  

読 ん で み よ

う ！ 書 い て み

よう！  

読 書 記 録 ノ ー

ト  

中 学 生 以 下 を 対

象 に 、 自 分 の 読

ん だ 本 を 記 録 で

き る 「 読 書 記 録

ノ ー ト 」 を 作 成

し配布  

配布冊数  

118 冊  

布えほん展  

「 布 お も ち ゃ

サ ー ク ル ・ ピ ノ

キオ」と共催で、

布 絵 本 ・ 布 お も

ち ゃ な ど の 展 示

と 、 布 絵 本 ・ エ

プ ロ ン シ ア タ ー

な ど を 使 っ た お

はなし会を実施  

参加者数  

延べ 355 人  

図 書 館 ウ ォ ッ

チ！  

書 庫 の 見 学 や 本

の 装 備 体 験 、 映

画 鑑 賞 、 ス タ ン

プラリーを実施  

参加者数   

延べ 22 人  

自 分 だ け の ラ

ン プ シ ェ ー ド

を作ろう！  

工 作 を 通 じ て 来

館 す る 機 会 を 増

や し 、 資 料 を 紹

介 し 読 書 へ の 興

味 を 促 す こ と を

目的に実施  

参加者数  10 人  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

子 ど も に 向

けた事業  
夏の大きな  

おはなし会  

大 型 絵 本 の 読 み

聞 か せ や エ プ ロ

ン シ ア タ ー な ど

に よ る お は な し

会  

参加者数  

延べ 46 人  

夏休み子ども  

不思議実験教室  

「葉っぱを  

科学する」  

実 験 を 通 じ た 植

物 の 生 態 に つ い

て の 学 習 と ブ ッ

クトークを実施  

参加者数  28 人  

子 育 て 支 援 事

業  

「 親 子 で 秋 を

た の し も う ！

お は な し 会 ＆

おかし作り」  

大 野 北 公 民 館 と

連 携 し 、 秋 の 味

覚 を 使 っ た 料 理

教 室 と 、 大 型 絵

本 ・ 大 型 紙 芝 居

な ど を 使 っ た お

はなし会を実施  

参加者数  

延べ 19 人  

冬の大きな  

おはなし会  

人 形 劇 、 パ ネ ル

シ ア タ ー 、 大 型

紙 芝 居 、 大 型 絵

本 の 読 み 聞 か せ

など  

参加者数  

延べ 107 人  

としょかん福袋  

大人用は 2 冊、

子ども用は 3 冊

を 1 セ ッ ト と

し 、 中 身 の ヒ ン

ト 付 き の 福 袋 に

入れて貸出  

62 セット提供  

（ う ち 子 ど も 用

31 セット）  

子 ど も 不 思 議

実験教室「静電

気の不思議」  

静 電 気 に つ い て

の 学 習 と ブ ッ ク

トークを実施  

参加者数  27 人  

つくっちゃおう  

かみしばい！  

ア ー ト ラ ボ は し

も と と 連 携 し 、

オ リ ジ ナ ル ス

ト ー リ ー に よ る

紙 芝 居 の 制 作 及

び そ の 実 演 方 法

を学ぶ  

参加者数  

延べ 32 人  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

子どもに  

向けた事業  

春 の お お き な

おはなし会  

人 形 劇 、 大 型 紙

芝 居 、 大 型 絵 本

の 読 み 聞 か せ な

ど  

参加者数  

延べ 97 人  

特集展示  

児 童 書 を テ ー マ

に し た 特 集 展 示

を実施  

件数  8 件  

リ ト ル ト ン ト

ンの発行  

子ども向け読書  

案 内 の 作 成 ・ 配

布  

発行回数  11 回  

 

子どもに  

向けた事業  

（ 相 武 台 分 館 ）

 

 

おはなし会  

ボ ラ ン テ ィ ア グ

ル ー プ と の 共 催

に よ る 、 小 学 校

低 学 年 ま で を 対

象 に し た お は な

し会  

参加者数  

延べ 592 人  

夏の大きな  

おはなし会  

人 形 劇 、 絵 本 の

読み聞かせなど  

参加者数  

延べ 40 人  

調 べ る っ て お

もしろい！  

～ 図 書 館 で 好

き な こ と を 調

べてみよう～  

図 書 館 と 市 民 を

つ な ぐ 会 ・ 相 模

原 と の 共 催 で 、

小 中 学 生 を 対 象

に 、 図 書 館 資 料

を 使 っ て ポ ス

タ ー や 冊 子 を 作

成 す る 講 座 を 実

施  

参加者数  8 人  

夏 の 木 か げ の

か み し ば い の

会  

ボ ラ ン テ ィ ア グ

ル ー プ と の 共 催

に よ る 、 隣 接 公

園 で の 紙 芝 居 の

読み聞かせ  

参加者数  

延べ 22 人  

冬の大きな  

おはなし会  

人 形 劇 、 絵 本 の

読み聞かせなど  

参加者数  

延べ 73 人  

春の大きな  

おはなし会  

人 形 劇 、 絵 本 の

読み聞かせなど  

参加者数  

延べ 82 人  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

子どもの読書

を支える人  

たちへの事業  

団体貸出  

小 ・ 中 学 校 や 保

育 園 、 ボ ラ ン

テ ィ ア 等 へ 、 一

定 冊 数 を 長 期 間

貸出する制度  

子ども資料団体  

144 団体に貸出  

学校支援図書  

セットの貸出  

市 内 小 中 学 校 を

対 象 に 、 テ ー マ

ご と に 30 冊 程

度 の 資 料 を 集 め

た セ ッ ト を 配 送

し貸出  

利用学校数  

17 校  

 

貸出回数  

延べ 46 回  

児 童 書 リ サ イ

クル事業  

図書館 3 館合同

で 、 市 の 児 童 関

連 施 設 等 に 児 童

書 の リ サ イ ク ル

図書を提供  

提供資料  

2,670 冊  

（ 3 館合計）  

児童書研究  

コ ー ナ ー の 新

設  

子 ど も の 本 の フ

ロ ア 内 に 、 読 み

聞 か せ や 児 童 書

に 関 す る 本 の

コーナーを新設  

コーナー設置時  

蔵書冊数  

約 600 冊  

 

一般利用者を

対象とした事

業  

 

紙芝居劇場  
大 人 を 対 象 と し

た紙芝居の上演  

参加者数  

延べ 107 人  

としょかん落語

＠ふちのべ座  

～落研の落語

を楽しみませ

んか？～  

地元 3 大学の落

語 研 究 会 の 学 生

による落語会  

参加者数  96 人  

読 書 普 及 講 座

「 相 模 原 で 生

ま れ た お は な

したち」  

市 内 で 創 作 さ れ

た 作 品 の 紹 介

を 、 作 者 自 身 に

よ り 講 演 （ 全 3

回）  

参加者数  

延べ 77 人  

図 書 館 ク ラ

シ ッ ク の ス ス

メ  

～ 図 書 館 で 始

め る 楽 し い ク

ラシック～  

講 師 に よ る 講

義 、 ク ラ シ ッ ク

鑑賞・聞き比べ、

関連資料の紹介  

参加者数  21 人  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

一般利用者を

対象とした事

業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 人 の た め の

おはなし会  

大 人 向 け の 語 り

に よ る お は な し

会  

参加者数   

延べ 72 人  

バースデー  

ブ ッ ク マ ー

カー  

誕 生 日 の 作 家 や

記 念 日 に 関 す る

図 書 を 紹 介 し た

しおりを 366 日

分配布  

毎月実施  

第 8 回「図書館

ひろば」  

図 書 館 と 市 民 を

つ な ぐ 会 と の 共

催 で 、 古 本 市 、

折 り 紙 教 室 、 図

書 修 繕 実 演 、 点

訳 体 験 、 お は な

し会などを実施  

参加者数  

延べ 385 人  

法律講座  

「 終 活 と 遺 言

書 に つ い て 考

える」  

県 行 政 書 士 会 相

模 原 支 部 所 属 の

行 政 書 士 に よ

る 、 遺 言 書 作 成

に 関 す る 知 識 や

備 え に つ い て の

講義  

参加者数  39 人  

と し ょ か ん 福

袋  

[P43 再掲 ] 

大人用は 2 冊、

子ども用は 3 冊

を 1 セ ッ ト と

し 、 中 身 の ヒ ン

ト 付 き の 福 袋 に

入れて貸出  

62 セット提供  

（うち大人用  

31 セット）  

歴史講座「おん

な 城 主 直 虎 の

知 ら れ ざ る 世

界」  

大 野 北 公 民 館 と

連 携 し 、 Ｎ Ｈ Ｋ

大 河 ド ラ マ 主 人

公 に 関 す る 、 専

門 家 や ド ラ マ 関

係 者 に よ る 講 義

を実施  

参加者数  

延べ 299 人  

特集展示  

一 般 利 用 者 及 び

中 高 生 世 代 に 向

けた展示を実施  

展示回数  57 回  

 



各館評価（市立図書館） 

- 47 - 

 

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

一 般 利 用者 を

対 象 と した 事

業  

 

く る く る ブ ッ

クコーナー  

リ サ イ ク ル 図 書

の提供  

提供資料数  

4,593 冊  

図書館報  
Ｔ Ｏ Ｍ Ｔ Ｏ Ｎ
の発行  

一 般 向 け 図 書 館

報の作成・配布  
発行回数  4 回  

わぃ’ず★  
と ん と ん の 発
行  

中高生向け読書  

案 内 の 作 成 ・ 配

布  

発行回数  6 回  

 

 

内部評価  
ボランティア団体や関係機関と協力し、図書館で可能な支援を

行いながら、子どもの読書活動を推進する事業を継続的に実施し

た。また、一般向け事業として、法律、歴史、音楽等様々な分野

に関わるイベントや展示を実施し、そこから課題解決につながる

情報を得たり、新たな視点で読書の楽しみに出会えたりするよう

な工夫に努めた。  

子ども向けの定例の事業では、わらべうた会及び４～６歳向け

のおはなし会で参加者数が増加している。子どもへの取組だけで

はなく、子育て世代のニーズ把握にも努め、合わせてサービスの

充実を図りたい。  

学校支援は、年間を通じて実施しており一定の利用はあるもの

の、サービスの更なる周知が課題となっている。通常の広報手段

に加え、e-ネットＳＡＧＡＭＩ ( 1 9 )での情報発信や、市の教育研究

発表会で図書館の取組について発表するなど、積極的な事業の周

知に努めている。  

 一般向けの新たな取組として、「としょかん落語＠ふちのべ座」

「図書館クラシックのススメ」「バースデーブックマーカー」等を

実施した。今後も図書館が所蔵する広い分野の資料を活用し、図

書館の事業を入口として読書へつながるような取組を行いたい。  

                             
( 1 9 ) e-ネ ッ ト Ｓ Ａ Ｇ Ａ Ｍ Ｉ ： 市 内 小 中 学 校 及 び 関 連 機 関 等 を 結 ぶ イ ン ト ラ ネ ッ ト 。  
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利用者  

アンケート

 「事業に関するアンケート」の結果では、力を入れて取り組ん

でほしい事業として、「社会人を対象とした事業」「高齢者を対象

とした事業」「子どもを対象とした事業」の順に回答数が多く、そ

の３つで回答全体の約６割を占めている。良いと思われる事業と

しては、「おはなし会」（２０．６％）、「歴史講座」（１８．４％）、

「紙芝居劇場」（１５．１％）、「としょかん落語」（１４．１％）

の順に回答数が多かった。回答者の年代別で見ると、４０歳代か

ら６０歳代の割合が多く、特に４０・６０歳代の事業への関心が

高い結果となった。  

 ただし、来館目的では「おはなし会や講座に参加するため」は

１％未満の低い割合となっている。アンケートと事業の実施時期

が必ずしも重なるものではないが、事業の認知度向上という点で

は課題である。  

事業に関する具体的な課題や要望として、周知方法の工夫や他

市事例の研究による魅力ある事業の実施、ライフステージに応じ

た事業の実施等の意見があった。また、作家の講演会の開催といっ

た具体的な要望も寄せられた。  

個別の事業の参加者によるアンケート結果では、概ね好評な意

見が多く、様々な体験や学びの場として興味や関心を寄せて参加

していることが伺われた。  
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事業２  資料充実、並びに蔵書の活用に係る事業  

事業内容  

図書購入費を有効に活用できるよう、講座や展示と連動した資

料を購入するなど、特定のテーマに基づき新たな視点で選書を行

い図書館資料の充実を図るとともに、今ある蔵書の利用が促進さ

れるよう、書架の活用方法の刷新を図る。  

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

講 座 や 展 示

と 連 携 し た

資料の購入  

関 連 資 料 の 購

入  

講 座 や 展 示 に 関

連 す る 資 料 の 購

入  

28 年度購入冊数  

7,101 冊 （ 図

書・ AV 資料計） 

 

郷 土 資 料 の

充実  

郷 土 資 料 の 収

集  

購 入 や 寄 贈 に よ

る 郷 土 資 料 の 収

集  

28 年度蔵書冊数  

35,625 冊  

公文書館連携

展示  

公 文 書 館 と 連 携

し 、 郷 土 資 料 を

活 用 し た 展 示 を

実施  

展示回数  2 回  

庁内情報発信  

庁 内 各 課 機 関 と

連 携 し 、 事 業 の

周 知 と 、 郷 土 資

料 等 の 関 連 資 料

を展示  

件数  7 件  

読 書 普 及 講 座

「 相 模 原 で 生

ま れ た お は な

したち」  

[P45 再掲 ] 

市 内 で 創 作 さ れ

た 作 品 の 紹 介

を 、 作 者 自 身 に

よ り 講 演 （ 全 3

回）  

参加者数  

延べ 77 人  

 

書 架 内 展 示

の 実 施 と 蔵

書 構 成 の 見

直し  

 

書架内展示  

書 架 内 や 書 架 付

近 に 展 示 ス ペ ー

ス を 設 け 、 テ ー

マ展示を実施  

展示回数  56 件  

蔵書構成の  

見直し  

中 高 生 世 代 、 高

齢 者 世 代 に 向 け

た 本 の コ ー ナ ー

を新設  

コーナー設置時

蔵書冊数  

中高生世代向け  

約 1,200 冊  

 

高齢者世代向け  

約 250 冊  

 

児童書研究  

約 600 冊  
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内部評価  
各 種 講 座 や 展 示 等 の 事 業 実 施 に 伴 い 蔵 書 の 活 用 を 図 る と と も

に、事業のテーマに関連する資料の所蔵状況に応じて、より一層

の充実に努めた。  

特定テーマに基づいた資料利用促進を図るために、利用が見込

まれる中高生世代、高齢者世代、児童書研究の３つのコーナーを

新設した。蔵書に新規購入資料を加え、コーナーとしてまとめて

排架することで、既存の分類にとらわれない資料提供を目指した。 

郷土資料の一層の充実を図る取組として、地域活性化事業交付

金等を活用し地域の団体が作成した資料の提供依頼を開始した。

まちづくりセンターに協力を依頼し資料提供を受けることで、地

域に関する貴重な資料の収集ができている。また、公文書館との

連携展示では、展示した資料やブックリストに一定数の利用があ

り、郷土資料を周知する新たな機会となった。今後も公文書館や

博物館などの機関と連携し、郷土を知る取組を通じて資料の利用

につなげたい。  

書架内展示では、限られたスペースではあるものの、単に書架

に本が並んでいるだけではなく、テーマを設けて展示の形式で資

料の見せ方を工夫することにより、一定数の貸出につながってい

る。  

 今後も資料利用を促進するために、資料の利用状況や社会的な

ニーズなどを見極めつつ、事業の実施や蔵書構築に努めたい。  

 

利用者  

アンケート

「事業に関するアンケート」の結果では、「本・雑誌・ＣＤ等を

借りるため」や「本・雑誌・新聞を読むため」、「図書館の資料で

調べものをするため」など、資料の利用に関する来館目的が約９

割を占めている。自由意見についても図書館資料に関する内容が

最も多く、資料の充実や蔵書の活用についての利用者の関心の高

さが伺われる結果となった。  

 具体的な意見では、新しい本の購入をはじめ、書架に並んでい

る蔵書の更新、視聴覚資料等個別の分野の充実など、資料充実に

関する要望が多かった。また、特定テーマに関連する資料の紹介

など、展示やブックリストといった蔵書活用の工夫や、館内の読

書環境の充実に関する要望も見受けられた。蔵書数は昨年度に引

き続き増加しているが、これらの具体的な要望に対し、蔵書構成

への反映を検討することが課題である。  
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事業３  管理及び運営に係る事業  

事業内容  

窓口業務委託による効率的な運営と、施設管理における計画的

な維持管理に取り組むことで、利用者が快適に図書館を利用でき

るよう努める。  

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

施 設 管 理 に

お け る 計 画

的 な 維 持 管

理  

空 調 設 備 の 維

持管理  

快 適 な 館 内 環 境

を 保 つ た め 、 空

調 設 備 用 ポ ン プ

の 計 画 修 繕 を 実

施  

空 調 設 備 用 ポ ン

プ の 一 部 を 修 繕

済み  

読 書 室 の 閲 覧

環境の整備  

読 書 室 の 閲 覧 環

境 を 整 備 す る た

め 、 閲 覧 テ ー ブ

ル と 椅 子 を 新 規

購 入 し 、 傷 み が

著 し い も の と 入

れ替え  

椅子（ 16 脚）と

閲覧テーブル（ 1

台）を入れ替え  

 

窓 口 業 務 等

委託の検証  

あなたの「声」 

館 内 の 意 見 箱 に

投 函 さ れ た 意 見

や要望に回答  

件数  44 件  

市民の声  

市 の 広 聴 シ ス テ

ム を 通 じ た 意 見

や 要 望 の 受 付 及

び回答  

件数  45 件  
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内部評価  
 計画的な施設修繕を実施し、図書館内の利用環境を維持すると

ともに、窓口業務等委託の検証を行うことで業務の効率化と利用

者サービスの向上を図った。  

施設管理では、経年劣化が著しい空調設備用ポンプの一部につ

いて、更新修繕を実施した。残りのポンプについても、来年度以

降計画的に修繕を実施し、空調設備の稼動を安定化させることで、

図書館内の利用環境の維持に努める。  

 また、昨年度に引き続き、読書室で使用している椅子（１６脚）

と閲覧テーブル（１台）を新規購入し、傷みが顕著なものと入れ

替えた。今後も必要に応じて修繕等を計画する。  

窓口業務等委託の検証としては、館内に設置している意見箱や、

市の広聴を通して寄せられる意見や要望の分析を行い、窓口サー

ビス向上の参考としている。なお、委託事業者の変更に伴い、平

成２７年度末に実施した窓口サービスアンケートでは、前回実施

時よりも満足度の向上が見られた。  

開館から４０年以上が経過する市立図書館では、施設の老朽化

に伴う課題が多い。今後も計画的な修繕や運用面での工夫、適切

な利用者サービスにより、利用者満足度の向上に努めたい。  

 

利用者  

アンケート

 「事業に関するアンケート」の結果では、施設管理及び運営に

係る内容について、様々な角度から意見が寄せられている。  

窓口業務については、丁寧な接遇や、適切な資料提供への感謝

を述べる意見がある一方で、人員面での効率化に対する意見も見

られた。  

また、施設管理については、施設の老朽化に対する適切な維持

管理、飲食スペースなど新たな目的での施設利用、利用対象に配

慮した閲覧スペースの住み分けなど、意見や要望が多く寄せられ

ている。既存の施設や設備を適切に管理しながら、サービスの向

上や業務の効率化など窓口業務等委託の効果について継続的に検

証し、より良い図書館運営を目指すことが課題である。  
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（２）相模大野図書館  

【平成２６年度の主な事業】  

事業１  情報の発信と収集によるサービスの充実  

事業２  子ども読書活動の推進と読書に親しむ機会の充実  

事業３  市民の生涯学習支援のための事業の充実と活動の場の提供  

 

事業１  情報の発信と収集によるサービスの充実  

事業内容  

 地域の情報拠点として情報の発信・収集を積極的に行い、情報

環境の整備に努めるとともに、利用者ニーズに応じた図書館サー

ビスの充実に努める。  

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

蔵書構築  

図 書 資 料 の 収

集・提供  

（雑誌・ＡＶ資

料を除く）  

特 色 を 生 か し た

図 書 資 料 の 収 集

や 予 約 ・ リ ク エ

スト資料の提供  

26 年度蔵書冊数  

298,703 冊 （ 図

書資料）  

 

26 年度購入冊数  

4,433 冊 （ 図 書

資料）  

 

26 年度貸出冊数  

594,150 冊  

 

展示  

特 集 コ ー ナ ー

及 び ミ ニ 特 集

コ ー ナ ー で の

展示  

各 分 類 や 時 節 ご

と に テ ー マ を 決

め 、 関 連 資 料 を

展示  

件数  24 件  

（分類特集 12

件、テーマ特集

12 件）  

 

連携展示  行 政 Ｐ Ｒ コ ー

ナーでの展示  

相 模 原 市 に 関 す

る 情 報 や 行 政 の

取 組 に つ い て 、

関連資料を展示  

件数  11 件  

 

25 周 年 記 念

展示  

「 み る・シ ル ・

こ た え る 相 模

大野」  

相 模 大 野 の 変 遷

が 分 か る 地 図 や

統 計 資 料 、 相 模

大 野 ク イ ズ の 壁

面展示  

－  

「 ブ ッ ク ツ

リ ー に 花 を 咲

かせよう！」  

利 用 者 に 本 や 図

書 館 の 思 い 出 等

を 用 紙 に 書 い て

もらい壁面掲示  

参加枚数 105 枚  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

25 周 年 記 念

展示  

「 ち い さ い こ

ろ す き だ っ た

本」  

利 用 者 に 子 ど も

の 時 に 好 き だ っ

た 本 を 用 紙 に 書

い て も ら い 壁 面

に掲示  

参加枚数 163 枚  

ホ ー ム ペ ー ジ

に よ る 情 報 発

信  

各 事 業 紹 介 等 を

図 書 館 ホ ー ム

ページで発信  

件数  33 件  

 

広報  
ら い ぶ ら り ー

に ゅ ー す の 発

行  

一 般 向 け 図 書 館

報の作成・配布  

発行回数  3 回  

 

※ 77 号は 25 周

年記念号を発行  

チ ャ イ ル ズ タ

イムスの発行  

子 ど も 向 け 読 書

案 内 の 作 成 ・ 配

布  

発行回数  12 回  

ヤ ン グ ア ダ ル

ト ( 2 0 )読 書 案 内

（ＹＡＤ）の発

行  

中 高 生 向 け 読 書

案 内 の 作 成 ・ 配

布  

発行回数  2 回  

 

広 報 さ が み は

らへの掲載  

各 事 業 案 内 等 を

広く知らせる  
件数  19 件  

 

 

内部評価  
地 域 情 報 や 行 政 情 報 等 の 収 集 に 努 め る と と も に 、 館 内 の 特 集

コーナーにおいて、ポスターの掲出やパンフレット類の配布、関

連する資料の展示等を行うなど、積極的な情報発信に努めた。ま

た 、「 利 用 者 の 声 」 に 寄 せ ら れ た 意 見 や 提 案 に よ る 資 料 の 収 集 や

サービスの改善等を行い、利用者ニーズに応じた図書館サービス

の充実に努めた。  

  

                             
( 2 0 ) ヤ ン グ ア ダ ル ト ： 中 高 生 世 代 を 指 す 言 葉 。「 Ｙ Ａ 」 と 略 さ れ る こ と が 多 い 。  
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事業２  子ども読書活動の推進と読書に親しむ機会の充実  

事業内容  
 子どもの読書環境の整備・推進を図るとともに、子どもが読書

に親しむための機会や事業の充実に努めます。  

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．対象：就学前の子どもから小学生まで  

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

おはなし会  

（定例）  

お て て つ な い

で の お は な し

会 （ 2～ 3 歳 児

向け）  

 

こ の ゆ び と ま

れ の お は な し

会 （ 4～ 6 歳 児

向け）  

絵 本 の 読 み 聞 か

せ や 紙 芝 居 、 素

話  

参加者数   

延べ 828 人  

サタデー  

おはなし会  

お は な し を 聞 け

る 子 ど も を 対 象

と し た 絵 本 の 読

み 聞 か せ や 紙 芝

居  

参加者数  

延べ 599 人  

 

イベント  

（児童対象） 

夏 の こ わ ～ い

おはなし会  

こ わ い 素 ば な し

や紙芝居など  
参加者数 31 人  

冬の大きな  

おはなし会  

人 形 劇 や 影 絵 な

ど  
参加者数 98 人  

春の大きな  

おはなし会  

人 形 劇 や パ ネ ル

シアターなど  
参加者数 95 人  

朝おは！  

開 館 と 同 時 に 始

めるおはなし会  

１ 冊 の 物 語 の 本

を 数 日 間 に 分 け

て読み聞かせる  

参加者数  

延べ  109 人  

あつまれ！  

なつのちびっこ

おはなしかい  

幼 児 と 保 護 者 向

け の 絵 本 や 紙 芝

居のおはなし会  

参加者数  32 人  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

イベント  

（児童対象） お は な し 地 球

儀  

外 国 の 風 俗 、 文

化 等 の 紹 介 や 、

日 本 語 と 外 国 語

の 両 方 に よ る 絵

本の読み聞かせ  

（ H26:フ ィ リ ピ

ン）  

参加者数  13 人  

ブックトーク

「めざせ ! 

生きものマス

ター !!」  

生 き も の の 観 察

ポ イ ン ト の 紹 介

と 、 職 員 に よ る

本 の 探 し 方 ・

ブックトーク  

参加者数   

延べ 47 人  

一日図書館員  

小 学 校 4～ 6 年

生 に よ る 実 務 体

験と施設見学  

参加者数  23 人  

夏 休 み 自 由 研

究応援講座  

小 学 校 3～ 6 年

生 対 象 の 図 書 館

資 料 を 使 用 し た

調 べ 学 習 の 入 門

講座  

参加者数 46 人  

 

２．学校・団体・ボランティアへの支援  

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

学校等支援  施 設 見 学 の 受

入  

市 内 の 小 ・ 中 学

校 が 行 う 調 べ 学

習 や ま ち た ん け

ん等の受入  

5 校  

延べ 329 名  

職 業 体 験 の 受

入  

窓 口 業 務 、 書 架

整 理 、 装 備 、 資

料 検 索 な ど の 図

書館業務の体験  

14 校  

延べ 159 人  

所 蔵 資 料 の 団

体貸出  

小 ・ 中 学 校 や 保

育 所 、 ボ ラ ン

テ ィ ア 等 へ 、 一

定 冊 数 を 長 期 間

貸出する制度  

登録団体数  

29 団体  

利用団体数  

12 団体  

貸出冊数  

延べ 2,072 冊  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

ボ ラ ン テ ィ

アの育成・支

援  

相 模 女 子 大 学

高 等 部 生 徒 へ

の 読 み 聞 か せ

指導  

高 等 部 生 徒 に よ

る 幼 稚 部 で の 読

み 聞 か せ に 際

し 、 当 館 ボ ラ ン

テ ィ ア が 指 導 を

行う  

実施日数  

延べ 16 日間  

 

参加者数   

生徒延べ 30 人、

ボ ラ ン テ ィ ア 延

べ 5 人  

読 み 聞 か せ

サ ー ク ル の た

めの勉強会  

サ ー ク ル の 活 動

事 例 発 表 会 と 情

報 交 換 会 、 絵 本

に関する講義  

実施日数 2 日  

参加者数  

延べ 83 人  

 

 

内部評価   子ども読書活動の整備推進を図るため、定例のおはなし会や各

種 事 業 を 実 施 し た ほ か 、 博 物 館 と の 共 催 で 「 め ざ せ !生 き も の マ

ス タ ー !」 と 題 し た ブ ッ ク ト ー ク を 博 物 館 と 図 書 館 そ れ ぞ れ の 施

設で開催した。また、図書館や南区の学校等で活動している読み

聞かせサークルを対象に勉強会や活動事例発表会、情報交換会を

実施した。  
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事業３  市民の生涯学習支援のための事業の充実と活動の場の提供  

事業内容  
 市民が生涯にわたり学び続けることが出来るよう、各種事業の

充実を図るとともに、活動や交流の場の提供に努める。  

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

イベント  

（一般対象） 

 

図 書 館 活 用 講

座  

「 こ や ま 峰 子 氏

講演会」  
参加者数  18 人  

「 郷 土 を 知 る ～

さ が み は ら 今 昔

～」  

参加者数  45 人  

「 時 代 小 説 を 聴

く」  
参加者数  54 人  

「知ってナット  

ク ！ 安 心 ・ 安 全

な食生活」  

参加者数  28 人  

大 人 の た め の

おはなし会「耳

で 楽 し む 芥 川

龍之介」  

芥 川 龍 之 介 の 作

品の朗読  
参加者数 44 人  

25 周 年 記 念 事

業「大人のため

の お は な し 会  

in グ リ ー ン

ホール」  

朗読劇、紙芝居、 

ヴ ァ イ オ リ ン ・

ミ ニ コ ン サ ー ト

及びロビー展示  

参加者数  

177 人  

 

イベント  

（ 保 護 者 と

そ の 子 ど も

対象）  

25 周年記念  

森 山 京  お は

なしサロン  

児 童 文 学 作 家 の

森 山 京 氏 の 作 品

を テ ー マ に し た

朗 読 や ブ ッ ク

ト ー ク 、 参 加 者

に よ る ブ ッ ク リ

スト作成  

参 加 者 数  9 組

（ 子 ど も 15 人  

大人 13 人）  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

学校等支援  

 

 

 

施 設 見 学 の 受

入  

[P56 再掲 ] 

市 内 の 小 ・ 中 学

校 が 行 う 調 べ 学

習 や ま ち た ん け

ん等の受入  

5 校  

延べ 329 人  

職 業 体 験 の 受

入  

[P56 再掲 ] 

窓 口 業 務 、 書 架

整 理 、 装 備 、 資

料 検 索 な ど の 図

書館業務の体験  

14 校  

延べ 159 人  

所 蔵 資 料 の 団

体貸出  

[P56 再掲 ] 

小 ・ 中 学 校 や 保

育 所 、 ボ ラ ン

テ ィ ア 等 へ 、 一

定 冊 数 を 長 期 間

貸出する制度  

登録団体数  

29 団体  

利用団体数  

12 団体  

貸出冊数  

延べ 2,072 冊  

学 生 イ ン タ ー

ン シ ッ プ の 受

入  

図書館業務実習  1 人・ 8 日間  

司 書 課 程 実 習

生の受入  
図書館業務実習  1 人・ 10 日間  

高等学校教員  

社 会 体 験 研 修

の受入  

図書館業務体験  2 人・ 3 日間  

 

 

内部評価  
市民への図書館で学ぶ場の提供と図書館利用促進のため、「図

書館活用講座」（全４回）を開催するとともに、グリーンホール

相模大野開館２５週年を記念して、市民文化財団との共催によ

り、ボランティアの朗読や紙芝居による「大人のためのおはなし

会」を多目的ホールで開催した。また、学校連携事業として、学

生インターンシップの受入事業をきっかけに近隣大学図書館と

のコラボレーション企画である「交換展示」を実施したほか、司

書課程実習生、高等学校教員の実習、中学校の職業体験などを積

極的に受け入れた。  
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【平成２７年度の主な事業】  

事業１  情報の収集・提供・発信によるサービスの充実  

事業２  各種講座等事業の充実とボランティアの育成・支援  

事業３  青少年の読書環境の整備および機会の提供  

 

事業１  情報の収集・提供・発信によるサービスの充実  

事業内容  
 積極的な情報の収集・発信を行い、情報環境の整備・充実を図

るとともに、利用者ニーズに応じたサービスの提供を図る。  

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

蔵書構築  

資料の収集・提

供  

特 色 を 生 か し た

資 料 の 収 集 や 予

約 ・ リ ク エ ス ト

資料の提供  

27 年度所蔵点数  

311,119 冊 （ 図

書・ AV 資料計） 

 

27 年度購入冊数  

8,646 冊 （ 図

書・AV 資料・雑

誌計）  

 

27 年度貸出点数  

590,442 冊  

 

予 約 ・ リ ク エ ス

ト提供状況件数  

117,514 件  

 

展示  

特 集 コ ー ナ ー

及 び ミ ニ 特 集

コ ー ナ ー で の

展示  

各 分 類 や 時 節 ご

と に テ ー マ を 決

め 、 関 連 資 料 を

展示  

件数  24 件  

（ 分 類 特 集 12

件 、 テ ー マ 特 集

12 件）  

 

連携展示  
行 政 Ｐ Ｒ コ ー

ナーでの展示  

相 模 原 市 に 関 す

る 情 報 や 行 政 の

取 組 に つ い て 、

関連資料を展示  

件数  16 件  

 

広報  

ホ ー ム ペ ー ジ

に よ る 情 報 発

信  

各 事 業 紹 介 等 を

図 書 館 ホ ー ム

ページで発信  

件数  35 件  

Ｓ Ｎ Ｓ に よ る

情報発信  

各 事 業 紹 介 等 を

図 書 館 ツ イ ッ

タ ー 及 び フ ェ イ

スブックで発信  

件数  

ツイッター  

： 153 件  

フ ェ イ ス ブ ッ

ク： 109 件  
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実施内容  

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

広報  

ら い ぶ ら り ー

に ゅ ー す の 発

行  

一 般 向 け 図 書 館

報の作成・配布  
発行回数  3 回  

チ ャ イ ル ズ タ

イムスの発行  

子 ど も 向 け 読 書

案 内 の 作 成 ・ 配

布  

発行回数  12 回  

ヤ ン グ ア ダ ル

ト読書案内（Ｙ

ＡＤ）の発行  

中 高 生 向 け 読 書

案 内 の 作 成 ・ 配

布  

発行回数  2 回  

広 報 さ が み は

らへの掲載  

各 事 業 案 内 等 を

広く知らせる  
件数  15 件  

 

広聴  ア ン ケ ー ト の

実施  

窓 口 サ ー ビ ス ア

ン ケ ー ト を 実 施

し 、 館 運 営 に 活

用  

実施日数  

延べ 10 日間  

有効回答数  

1,029 件  
 

 

内部評価   当館の特色を活かした図書資料の充実を図りながら、収集した

資料の利用促進のため、特集コーナーにおいて関心を誘引する展

示を行うとともに、行政ＰＲコーナーにおいては各種啓発・普及

事業の展示と関連する図書資料の紹介をすることで、積極的に読

書環境を活かしたサービスの提供を行った。また、ＳＮＳを活用

した情報発信によって、図書館に関する情報をより身近に、より

迅速に提供できるようになったと同時に、様々な年齢層に情報を

提供することが可能となった。加えて、図書館報や読書案内を定

期的に発行し、紙媒体による情報発信も行った。来館者から収集

した窓口アンケート実施結果は、利用者ニーズの把握とともに、

図書館の利活用に資する資料として今後とも活用していきたい。 
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事業２  各種講座等事業の充実とボランティアの育成・支援  

事業内容  

 子 ど も の 読 書 活 動 の 推 進 を は じ め 様 々 な 年 齢 層 の 市 民 へ の 生

涯学習活動支援として各種事業の充実を図るとともに、それらの

活動を担うボランティアの育成・支援を行う。  

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．対象：就学前の子どもから小学生まで  

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

おはなし会  

（定例）  

おててつないで

のおはなし会  

（ 2～ 3 歳児向

け）  

 

このゆびとまれ

のおはなし会  

（ 4～ 6 歳児向

け）  

絵 本 の 読 み 聞 か

せ や 紙 芝 居 、 素

話  

参加者数  

延べ 641 人  

サタデー  

おはなし会  

お は な し を 聞 け

る 子 ど も を 対 象

と し た 絵 本 の 読

み 聞 か せ や 紙 芝

居  

参加者数  

延べ 637 人  

 

イベント  

（児童対象） 

夏 の こ わ ～ い

おはなし会  

こ わ い 素 ば な し

や紙芝居など  
参加者数  59 人  

冬の大きな  

おはなし会  

人 形 劇 や 影 絵 な

ど  

参加者数   

115 人  

春の大きな  

おはなし会  

人 形 劇 や パ ネ ル

シアターなど  
参加者数  69 人  

朝おは！  

開 館 と 同 時 に 始

めるおはなし会  

１ 冊 の 物 語 の 本

を 数 日 間 に 分 け

て読み聞かせる  

参加者数  

延べ 96 人  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

イベント  

（児童対象） 

あつまれ！  

なつのちびっこ

おはなしかい  

幼 児 と 保 護 者 向

け の 絵 本 や 紙 芝

居のおはなし会  

参加者数  50 人  

お は な し 地 球

儀  

「 え い ご Ｄ Ｅ

カナダ！」  

カ ナ ダ の 風 俗 、

文 化 等 の 紹 介

や 、 日 本 語 と 英

語 の 両 方 に よ る

カ ナ ダ の 絵 本 の

読み聞かせ  

参加者数  19 人  

 

２．対象：成人  

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

イベント  

（一般対象） 

図 書 館 活 用 講

座  

「気象の教室」  参加者数  48 人  

「 こ れ で ス ッ キ

リ あ な た の 生

活」  

参加者数  46 人  

「 耳 で 楽 し む 文

学」  
参加者数  61 人  

「 郷 土 を 知 る ～

さ が み は ら 今 昔

～」  

参加者数  46 人  

大 人 の た め の

お は な し 会  

2015 in グ

リーンホール  

人 形 浄 瑠 璃 、 紙

芝 居 、 ヴ ァ イ オ

リ ン ・ ミ ニ コ ン

サ ー ト 及 び ロ

ビー展示  

参加者数  

165 人  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．団体・ボランティアへの支援  

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

学校支援  

 
調べ学習・施設

見学の受入  

市 内 の 小 ・ 中 学

校 が 行 う 調 べ 学

習 や ま ち た ん け

ん等の受入  

【調べ学習】  

4 校・延べ 58 人  

 

【施設見学】  

3 校  

延べ 217 人  

所 蔵 資 料 の 団

体貸出  

小 ・ 中 学 校 や 保

育 園 、 ボ ラ ン

テ ィ ア 等 へ 、 一

定 冊 数 を 長 期 間

貸出する制度  

登録団体数  

28 団体  

利用団体数  

12 団体  

貸出冊数  

延べ 985 冊  

 

ボ ラ ン テ ィ

アの育成・支

援  

相 模 女 子 大 学

高 等 部 生 徒 へ

の 読 み 聞 か せ

指導  

高 等 部 生 徒 に よ

る 幼 稚 部 で の 読

み 聞 か せ に 際

し 、 当 館 ボ ラ ン

テ ィ ア が 指 導 を

行う  

実施日数  

延べ 16 日間  

 

参加者数   

生徒 26 人、  

ボ ラ ン テ ィ ア 6

人  

読 み 聞 か せ

サ ー ク ル の た

めの勉強会  

サ ー ク ル の 活 動

事 例 発 表 会 と 絵

本に関する講義  

参加者数  

延べ 60 人  

 

 

内部評価  
 多 様 な 年 代 の 利 用 者 の 関 心 に 焦 点 を 当 て な が ら 、 利 用 者 が 知

識 ・ 情 報 を よ り 多 く 獲 得 で き る よ う な 講 座 や イ ベ ン ト を 実 施 し

た。特に、子どもの読書においては、夏休みや春休みを読書推進

の好機と捉え、子どもたちが楽しんで参加できるイベントを開催

することにより、図書館利用のきっかけづくりができた。また、

子 ど も 対 象 の お は な し 会 や 大 人 の た め の お は な し 会 は 、 ボ ラ ン

ティア活動を継続している方々によって支えられており、図書館

はそうした方々の活動の場であるとともに、読書推進の担い手に

対する支援や育成の場として、役割を果たすことができた。  
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事業３  青少年の読書環境の整備および機会の提供  

事業内容  

 青少年の読書環境の整備・推進を図るとともに学校との連携を

深めながら、青少年が交流を図り、読書や図書館に親しむための

機会を提供する。  

 

実施内容  

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

ＹＡサービ

ス  

Ｙ Ａ 資 料 の 充

実  

中 高 生 向 け の 図

書資料の収集  

27 年度蔵書冊数  

4,939 冊  

 

27 年度貸出冊数  

4,062 冊  

ヤ ン グ ア ダ ル

ト読書案内（Ｙ

ＡＤ）の発行  

[P61 再掲 ] 

中 高 生 向 け 読 書

案 内 の 作 成 ・ 配

布  

発行回数  2 回  

Ｐ Ｏ Ｐ 大 賞 の

実施  

近 隣 の 学 校 連 携

に よ る 事 業 の 実

施 に よ り 、 Ｐ Ｏ

Ｐ大賞を決定  

[ 連 携 先 ] 相 模

原 中 等 教 育 学

校、桜美林大学  

[展示 ] 8 作品  

[投 票 総 数 ] 669

票  

学校支援  
職 業 体 験 の 受

入  

窓 口 業 務 、 書 架

整 理 、 装 備 、 資

料 探 索 な ど の 図

書館業務の体験  

14 校・  

延べ 69 人  

 

 

内部評価  
 学齢が進むにつれて読書離れが課題となる世代に向け、将来、

世 代 間 の 架 け 橋 と な っ て 図 書 館 活 性 化 を け ん 引 す る と い う 期 待

感から、青少年を対象とした図書資料の充実を図るとともに、青

少年にとって楽しく、課題に役立つような読書案内を発行するこ

とで、読書活動の推進を図った。さらに、図書館をより身近に利

用してもらうきっかけづくりとして近隣の学校と連携し、ＰＯＰ

大賞を実施した。この事業では、図書委員生徒が大学生の指導を

受けておすすめ本の紹介ＰＯＰを作成し、連携３団体に巡回展示

し利用者投票を行い、大賞を決定した。利用者から多くの投票が

あ り 関 心 を 集 め る と と も に 、 学 校 連 携 を よ り 深 め る 機 会 と な っ

た。また、市内の中学校の職場体験を積極的に受入れ、図書館へ

の親近感の創出、そして地域連携の役目を果たした。  
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【平成２８年度の主な事業】  

事業１  地域や行政機関等と連携した読書普及に係る事業  

事業２  利用者の世代や特性に配慮した資料収集  

事業３  図書館利用促進のための環境整備  

 

事業１  地域や行政機関等と連携した読書普及に係る事業  

事業内容  
 近隣の学校や関係各課・機関等と連携したイベントなどを開催

し、図書館の利用促進や読書普及を図る。  

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

Ｙ Ａ サ ー ビ

ス  
ＰＯＰ大賞の  

実施  

近 隣 の 学 校 連 携

に よ る 事 業 の 実

施 に よ り 、 Ｐ Ｏ

Ｐ 大 賞 を 決 定  

[ 連 携 先 ] 相 模

原 中 等 教 育 学

校、桜美林大学  

[展示 ] 13 作品  

[投 票 総 数 ] 607

票  

テ ィ ー ン ズ ☆

フェス 2016 の  

実施  

ブ ッ ク カ バ ー 等

の 工 作 や 本 探 し

ゲ ー ム 、 怖 い 本

が テ ー マ の ビ ブ

リオバトルなど  

[ 連 携 先 ] 相 模

原 中 等 教 育 学

校、桜美林大学  

[参加者数 ]  

延べ 51 人  

 

学校（等）連

携  
調べ学習・施設

見学の受入  

市 内 の 小 ・ 中 学

校 が 行 う 調 べ 学

習 や ま ち た ん け

ん等の受入  

【調べ学習】  

中学校 1 校・  

延べ 2 名  

【施設見学】  

小学校 5 校・  

延べ 252 名  

職 業 体 験 の 受

入  

窓 口 業 務 、 書 架

整 理 、 装 備 、 資

料 探 索 な ど の 図

書館業務の体験  

10 校・  

延べ 101 人  

所 蔵 資 料 の 団

体貸出  

小 ・ 中 学 校 や 保

育 園 、 ボ ラ ン

テ ィ ア 等 へ 、 一

定 冊 数 を 長 期 間

貸出する制度  

登録団体数  

30 団体  

利用団体数  

12 団体  

貸出冊数  

延べ 1,375 冊  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

行政機関等  

連携事業  

 

 

庁内情報発信  

相 模 原 市 に 関 す

る 情 報 や 行 政 の

取 組 な ど を 関 連

資 料 と と も に 展

示  

件数  16 件  

図 書 館 活 用 講

座  

「 心 豊 か な シ ニ

ア ラ イ フ を 迎 え

るために」  

参加者数  44 人  

「マネー教室  

 ＜入門編＞」  
参加者数  37 人  

「 耳 で 楽 し む

文 学 ― 講 談

―」  

参加者数  49 人  

「 相 模 原 伝 説 探

訪」  
参加者数  47 人  

相 模 原 市 民

文 化 財 団 と

の共催事業  

大 人 の た め の

お は な し 会

2016 in グ

リーンホール  

朗 読 、 紙 芝 居 、

ヴ ァ イ オ リ ン ・

ミ ニ コ ン サ ー ト

及びロビー展示  

参加者数   

178 人  

 

 

内部評価  
近年、近隣の学校連携に力を入れ取り組んできた成果を活かし

て、相模大野図書館を会場に中高生を対象としたイベントを開催

した。ＰＯＰ大賞では、今年から新たに相模女子大学が加わり、

例年を上回る１３作品のＰＯＰが完成した。ティーンズ☆フェス

２０１６では、ＰＯＰ作品の会場展示のほか、ブックカバー等の

工 作 や ビ ブ リ オ バ ト ル を は じ め と し た プ ロ グ ラ ム を 学 生 自 ら が

企画運営し、本を介した学生の表現活動や交流の場を実現すると

ともに、図書館や資料に親しむための機会を設けた。  

一般の利用者に対しては、情報発信コーナーにおいて行政各課

等 の 啓 発 ・ 普 及 事 業 の 紹 介 と 併 せ て 関 連 資 料 の 展 示 を 行 う こ と

で、図書館の持つ多様な資料と、多くの市民が集う場の強みを活

かした情報発信と読書普及を行った。  

また、市民の読書活動や生涯学習の推進を目的に、博物館等の

専門機関から講師を招いて「図書館活用講座」を開催した。  

毎年恒例の大人のためのおはなし会では、 相 模 原 市 民 文 化 財 団

と共催し、併設の相模大野グリーンホールにて宮澤賢治をテーマ

とした朗読や紙芝居、ヴァイオリン・ミニコンサートを開催する

とともに、ロビーで図書館報の展示を行い、図書館の利用促進を

図った。  
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利用者  

アンケート

テ ィ ー ン ズ ☆ フ ェ ス ２ ０ １ ６ の 参 加 者 ア ン ケ ー ト に よ る と 、

「 お も し ろ か っ た 」「 こ の イ ベ ン ト を 毎 年 の 恒 例 行 事 に し て ほ し

い」との好意的な意見が寄せられた。今後実施してほしい１０代

向けのイベントとして「受験生にニーズのある企画」や「ライト

ノベルを活用した企画」などが挙がっており、こうした１０代の

声 を い か に 取 り 入 れ 実 現 に 結 び つ け て い く か が 今 後 の 課 題 で あ

る。  

ま た 、「 事 業 に 関 す る ア ン ケ ー ト 」 で 良 い と 思 わ れ る 事 業 に つ

いて伺った設問では、「特集コーナーでの本の展示」（１９．６％）

に次いで「図書館活用講座（講談～耳で楽しむ文学～）」（１１．

７％）、「大人のためのおはなし会」及び「相模大野図書館報『ら

い ぶ ら り ー に ゅ ー す 』 の 発 行 」（ ９ ． ９ ％ ） の 順 に 多 く 、 関 心 の

高 さ が う か が え た 。 自 由 意 見 で は 「 事 業 は 充 実 し て い る と 思 う」

「いつもおはなし会を楽しみにしています。これからも楽しいお

はなし会をたくさんして下さい」という意見があった一方で、「事

業 に つ い て あ ま り 認 識 し た こ と が な い 。 も っ と Ｐ Ｒ し た 方 が よ

い 」「 社 会 人 向 け の イ ベ ン ト 、 参 加 し た い の で す が い つ も 人 気 で

満席で参加できません。回数をふやしていただけるとうれしいで

す」との意見もあり、効果的な周知方法や開催頻度について検討

が必要である。  
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事業２  利用者の世代や特性に配慮した資料収集  

事業内容  
 子どもから高齢者まで幅広い世代のニーズや、障害者・外国人

利用者等の特性を配慮し、多様な資料の充実を図る。  

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

大型絵本や  

紙 芝 居 の 充

実  

大 型 絵 本 の 購

入  

大 型 絵 本 や 紙 芝

居を購入  

28 年度購入点数  

2 点  

紙芝居の購入  
28 年度購入点数  

61 点  

 

大 活 字 本 の

充実  

大 活 字 本 の 購

入  

大 活 字 本 を 収

集・提供  

28 年度購入点数  

74 点  

児 童 向 け 大 活

字本等の展示  

秋 の 読 書 週 間 で

児 童 書 の 大 活 字

本 ・ 点 字 絵 本 ・

布絵本を展示  

展示冊数  35 点  

大 活 字 資 料

コ ー ナ ー で の

展示  

大活字資料コー

ナー付近で新規

購入した資料を

展示  

展示冊数  34 点  

 

外 国 語 資 料

の充実  

外 国 語 資 料 の

充実  

外 国 語 で 書 か れ

た 一 般 書 及 び 児

童 書 の 外 国 語 資

料を購入  

28 年度購入点数  

148 点  

 

 

内部評価  
利用者の多様な課題や関心に応えるため、幅広い分野の資料収

集を行うとともに、児童書の充実のため、比較的高価な大型絵本

や紙芝居を積極的に購入した。  

 また、外国人利用者や、障害者・高齢者の特性に配慮し、だれ

でも必要な資料にアクセスし情報を獲得できるよう、英語・中国

語・ハングルで書かれた外国語資料や、文字が大きく読みやすい

大活字資料等の充実を図った。併せて資料の周知と利用促進のた

め、秋の読書週間では児童フロアにて点字絵本や布絵本とともに

大活字本の展示を行い、普段あまり手にとる機会のないこれらの

資 料 の 活 用 を 図 っ た 。 ま た 、「 障 害 者 の 日 」 に あ わ せ て 大 活 字 資

料コーナー付近にて大活字本の展示を行うとともに、図書館ソー

シャルメディアを活用して周知を行い、情報提供に努めた。  
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利用者  

アンケート

来 館 目 的 を 伺 う 設 問 で は 、「 本 ・ 雑 誌 ・ Ｃ Ｄ 等 を 借 り る た め 」  

（ ６ ６ ． ０ ％ ）、「 本 ・ 雑 誌 ・ 新 聞 を 読 む た め 」（ １ ６ ． ２ ％ ） と

なり、あわせて８割を超える利用者の資料要求の高さが明らかと

なった。自由意見では、新刊書や蔵書数の充実についての要望が

多 く 集 ま っ た 。 ま た 、「 専 門 書 」「 自 然 科 学 系 」「 マ ン ガ 」 な ど 、

各分野の資料の充実を求める具体的意見も寄せられ、これらの貴

重 な 声 を 捉 え て 日 々 の 選 書 等 に 確 実 に 反 映 さ せ て い く こ と が 重

要である。  

事業項目に挙げた「外国語資料の充実」との関連では、洋書や

多 読 用 の 本 を 希 望 す る 声 や 、「 英 語 を 始 め 、 仏 、 独 、 中 、 ハ ン グ

ルの子ども向け図書もあるので、それらの言語での読みきかせも

行ってほしい」などの意見があった。こうした意見を受け、外国

語資料の更なる充実や、所蔵資料を活用した事業等の展開につい

て検討する余地がある。  
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事業３  図書館利用促進のための環境整備  

事業内容  
 図書館利用者の安全性や利便性の向上を図り、図書館利用を促

進するため、図書館環境の整備に努める。  

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

利 用 者 の 安

全性の向上  

ＡＥＤの新設  

利 用 者 の 救 急 救

命 に 備 え る た

め 、 3 階 フ ロ ア

に新設  

新設数  1 台  

防 犯 カ メ ラ の

増設  

利 用 者 の 安 全 確

保 や 盗 難 防 止 の

ため、3 階及び 4

階フロアに増設  

増設数  4 台  

図 書 館 ま で

の 案 内 方 法

の検討  

デ ジ タ ル サ イ

ネ ー ジ ( 2 1 )の 活

用  

デ ジ タ ル サ イ

ネ ー ジ に 相 模 大

野 図 書 館 の 地 図

や 道 案 内 動 画 を

掲出  

掲 出 期 間  28 年

度（通年）  

南 区 合 同 庁

舎 1 階 の 図

書 館 専 用 掲

示 板 に よ る

事業・イベン

トの周知  

ポ ス タ ー の 掲

出  

図 書 館 専 用 掲 示

板 に イ ベ ン ト 等

の ポ ス タ ー を 掲

出  

掲 出 期 間  28 年

度（通年）  

 

 

内部評価  

  

利用者が安全な環境で安心して利用できるように、防犯カメラ

を３階及び４階の利用者フロアに４台増設するとともに、救急救

命にいち早く対応できるようＡＥＤを新設する等、館内の環境整

備を行った。  

 また、以前に利用者から相模大野図書館の場所が分かりづらい

という意見があったことを受け、相模大野駅から相模大野図書館

ま で の ス ム ー ズ な 誘 導 の た め 、 相 模 大 野 駅 北 口 ペ デ ス ト リ ア ン

デッキのデジタルサイネージ「相模大野パブリックインフォメー

ション」を活用し、図書館までの地図や、相模女子大学司書課程

と連携し、学生の提案と制作による道案内の動画を掲出し、来館

者の利便性の向上を図った。  

 さらに、南区合同庁舎１階に設置している図書館専用掲示板を

                             
( 2 1 ) デ ジ タ ル サ イ ネ ー ジ：デ ィ ス プ レ イ な ど の 電 子 機 器 を 使 っ て 情 報 を 発 信 す る シ ス テ ム

の こ と 。  
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活 用 し 、 相 模 大 野 図 書 館 で 開 催 す る 各 種 事 業 や イ ベ ン ト の ポ ス

ターを年間を通じて掲出することで、図書館未利用者を視野に入

れた周知に力を入れた。  

 

利用者  

アンケート

来館目的を伺う設問では、１位の「本・雑誌・ＣＤを借りるた

め」に次いで、「本・雑誌・新聞を読むため」（１６．２％）や「図

書 館 の 資 料 で 調 べ も の を す る た め 」（ ７ ． ５ ％ ） と 、 館 内 に 滞 在

し 利 用 す る こ と を 目 的 に 来 館 す る 利 用 者 が 比 較 的 多 く 存 在 す る

ことから、快適な館内環境の充実に努める必要性が見出された。

環 境 整 備 に 関 す る 自 由 意 見 で は 、「 集 会 室 の 充 実 」 や 「 テ ー ブ ル

とイスの増設」、「ドリンクコーナーやカフェの設置」など館内設備

等の充実を求める声があった。また、館内の蔵書配置図の増設希

望 や 、「 低 い 所 に 置 い て あ る 本 を 探 す と き 苦 労 す る 」 と い っ た 具

体的な意見があった。改善について検討し、できる部分から着手

していきたい。  
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（３）橋本図書館  

【平成２６年度の主な事業】  

事業１  各機関との連携事業  

事業２  ビジネス支援図書館事業  

事業３  子どもの読書及び生涯学習活動に係る事業  

 

事業１  各機関との連携事業  

事業内容  

 図書館サービス向上と効率的・効果的な運営を図るとともに、

管轄の公民館図書室、特に旧津久井地域の図書室との連絡調整を

図る。また、積極的に図書館以外の諸機関・施設との連携を図り、

図書館利用者の拡大に努める。  

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

公 民 館 図 書

室 と の 連 絡

調整  

公 民 館 等 図 書

室 職 員 業 務 研

修  

管 轄 公 民 館 図 書

室 の 非 常 勤 職 員

に 、 希 望 に 応 じ

て 図 書 館 業 務 研

修を実施  

 

研修実施回数  

7 回  

 

 

イベント  

（一般対象） 

講演会「津久井

の 身 近 な 昆 虫

たち」  

市 博 物 館 学 芸 員

に よ る 、 津 久 井

地 域 で 観 察 で き

る 昆 虫 に つ い て

学ぶ講演会  

参加者数 22 人  

健 康 支 援 講 演

会  

市 管 理 栄 養 士 に

よる、「生活習慣

病 予 防 の 食 事 」

を テ ー マ に し た

講演会  

参加者数 25 人  

読 書 週 間 特 別

企画  朗読会  

プ ロ の 演 者 に よ

る朗読会  
参加者数 36 人  

こ う ば こ の 会

の朗読会  

目 が 不 自 由 な 方

が 中 心 と な っ て

結 成 さ れ た 朗 読

劇 団 に よ る 朗 読

会  

参加者数 22 人  

歴史講演会「相

模 原 歴 史 探 訪

古代編」  

市 文 化 財 保 護 課

学 芸 員 に よ る 、

郷 土 の 歴 史 を 知

り 、 郷 土 資 料 に

親 し む た め の 講

演  

参加者数 19 人  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

イベント  

（一般対象） 防 災 特 別 講 演

会  

市 危 機 管 理 課 職

員 に よ る 、 地 域

の 防 災 活 動 へ の

参 加 の 重 要 性 や

災 害 時 の 心 得 等

を学ぶ講演会  

参加者数 30 人  

和 稽 古 そ の 壱  

風 呂 敷 包 み の

お稽古  

企 業 よ り 講 師 を

招 き 、 風 呂 敷 に

ま つ わ る お 話 や

種 々 の 包 み 方 を

学ぶ講座  

参加者数 16 人  

 

イベント  

（児童対象） し か け え ほ ん

をつくろう！  

ア ー ト ラ ボ は し

も と か ら 講 師 の

紹 介 を 受 け 、 会

場 も 借 用 し 、 小

学 生 対 象 の し か

け え ほ ん の 工 作

を実施  

参加者数 16 人  

連携展示  庁内情報発信  

庁 内 情 報 発 信 や

外 部 の 機 関 と 連

携 し て の 特 集 展

示  

件数  13 件  

 

 

内部評価  
 図書館サービスの更なる向上を念頭に置き、窓口業務等委託業

者との連携を図ることにより、効率的・効果的な運営を行った。  

 管轄の公民館等図書室と連絡調整を図るとともに、図書室職員

への業務研修を実施し、サービスの向上に努めた。  

 また、「アートラボはしもと」、「桜美林大学」等近隣の施設と連

携した事業や展示を行い、利用者の拡大に努めた。  

 

  



各館評価（橋本図書館） 

- 75 - 

 

事業２  ビジネス支援図書館事業  

事業内容  
 商業ビルに所在し、交通網の北の拠点としての地域特性を活か

し、蔵書の構成や特色ある図書館サービスの拡充に努める。  

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

ビ ジ ネ ス 支

援サービス  
ビ ジ ネ ス 相 談

会  

市 産 業 振 興 財 団

と の 共 催 に よ る

ビ ジ ネ ス 相 談 会

で 関 連 資 料 等 を

提供  

開催回数  50 回  

相談件数 167 件  

ビ ジ ネ ス 支 援

コ ー ナ ー の 設

置  

ビ ジ ネ ス に 関 す

る 資 料 等 の 収

集・提供  

ビ ジ ネ ス 支 援

コ ー ナ ー の 蔵 書

数 （ 書 庫 資 料 を

含 む 一 般 書 ）  

10,795 冊  

 

雑 誌 タ イ ト ル 数

12 誌  

ブ ッ ク リ ス ト

の発行  

ビ ジ ネ ス 及 び 就

職 支 援 に 関 す る

ブ ッ ク リ ス ト の

発行  

発行回数  8 回  

職 業 ト レ ー ニ

ングの受入  

さ が み は ら 若 者

サ ポ ー ト ス テ ー

シ ョ ン の 職 業 ト

レ ー ニ ン グ を 受

入  

受入人数  7 人  

オ ン ラ イ ン

デ ー タ ベ ー ス
( 2 2 )お試し講座  

新 聞 記 事 検 索 、

企 業 ・ 法 律 情 報

などの 6 種類の

デ ー タ ベ ー ス を

体験する講座  

参加者数  3 人  

 

 

内部評価  
 ビジネス支援事業の一環として、（公財）相模原市産業振興財団

との共催によりビジネス相談会を実施したほか、ビジネスや就職

関連の資料収集・提供やブックリストの作成を行った。  

 また、「さがみはら若者サポートステーション」からの依頼によ

り、若者の就労支援のための職業トレーニングを積極的に受け入

れた。  

 

  

                             
( 2 2 ) オ ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス ： 新 聞 記 事 、 法 令 情 報 、 企 業 情 報 等 が 検 索 で き る 商 用デー

タベース。  
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事業３  子どもの読書及び生涯学習活動に係る事業  

事業内容  

 子どもの読書活動や市民の生涯学習活動を支援する各種事業・

活動の充実、推進を図るとともに、それらの活動を担うボランティ

アの育成・支援に努める。  

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

おはなし会  

（定例）  

つ く し ち ゃ ん

のわらべうた  

（ 0、 1 歳 児 向

け）  

わ ら べ う た 、 絵

本の読み聞かせ  

参加者数   

延べ 876 人  

た ん ぽ ぽ お は

な し 会 （ 2 、 3

歳児向け）  

 

す み れ お は な

し 会 （ 4～ 6 歳

児向け）  

絵 本 の 読 み 聞 か

せ や 紙 芝 居 、 素

話  

参加者数   

延べ 842 人  

土 よ う お は な

し会  

絵 本 の 読 み 聞 か

せ や 紙 芝 居 、 お

話など  

参加者数  

延べ 1,071 人  

 

展示  

こ ど も の 本 の

コ ー ナ ー で の

特集展示  

季 節 ご と に テ ー

マ を 決 め 、 関 連

資料を展示  

件数  4 回  

キ ッ ズ フ ェ ス

タ展示「ふれて

み よ う ！ い き

ものの本」  

キ ッ ズ フ ェ ス タ

講 演 会 講 師 松 橋

利 光 氏 の 著 作 や

類 似 テ ー マ の 自

然 科 学 系 の 図 書

の展示  

件数  1 回  

 

イベント  

（児童対象） 

夏 の お は な し

大会  

ス ト ー リ ー テ リ

ングを 6 話  

参加者数   

延べ 24 人  

冬 の 大 き な お

はなし会  

人 形 劇 、 手 遊 び

うたや影絵など  

参加者数  

延べ 257 人  

春 の 大 き な お

はなし会  

人 形 劇 、 手 遊 び

うたや影絵など  

参加者数  

延べ 228 人  

こ ど も の 日 企

画「ようこそほ

んの森へ！」  

お は な し パ ズ

ル 、 ボ ラ ン テ ィ

ア に よ る 個 別 読

み 聞 か せ 、 昔 遊

び な ど で こ ど も

た ち に 遊 ん で も

らう  

参加者数  145 人  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

イベント  

（児童対象） 

夏 休 み 特 別 企

画  ブ ッ ク

トーク  

「 い た だ き ま ー

す ！ ～ 食 べ も の

か ら 広 が る 世

界 」 を テ ー マ に

本を紹介する  

参加者数  12 人  

夏 休 み 特 別 企

画  工作  

小学 1、2 年生と

保 護 者 を 対 象

に 、 ア ル バ ム 絵

本を作成  

参加者数  9 組  

１日図書館員  

小 学 3～ 6 年 生

を 対 象 に 、 本 の

貸 出 ・ 返 却 等 の

図 書 館 業 務 を 体

験してもらう  

参加者数  

延べ 24 人  

ガ イ ド ツ ア ー

図 書 館 た ん け

ん隊  

親 子 を 対 象 に 図

書 館 の 使 い 方 の

説 明 や 、 普 段 見

ら れ な い 場 所 の

見学を行う  

実施回数  3 回  

参加者数  

延べ 32 人  

調 べ 学 習 体 験

講座「調べるっ

ておもしろい」 

「 図 書 館 と 市 民

を つ な ぐ 会 」 主

催 の 、 図 書 館 資

料 と イ ン タ ー

ネ ッ ト 検 索 を 用

い た 調 べ 学 習 体

験講座  

参加者数  15 人  

秋 の 読 書 週 間

「 ど く し ょ の

木」  

子 ど も の 本 の

コーナーで、「わ

た し の 好 き な

本 」 を 書 い て ど

く し ょ の 木 に 貼

り 、 お す す め 本

を 紹 介 し て も ら

う  

参加者数  37 人  

し か け え ほ ん

をつくろう！  

[P74 再掲 ] 

ア ー ト ラ ボ は し

も と か ら 講 師 の

紹 介 を 受 け 、 会

場 も 借 用 し 、 小

学 生 対 象 の し か

け え ほ ん の 工 作

を実施  

参加者数 16 人  

 

ブ ッ ク リ ス

トの発行  

 

「ほんのもり」

の発行  

児 童 向 け の 読 書

案内誌  
発行回数  6 回  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

ブ ッ ク リ ス

トの発行  

 

「 発 見 さ が み

はら」の発行  

児 童 向 け に 相 模

原 の 歴 史 や 文 化

な ど を 紹 介 し た

「 さ が み は ら ミ

ニガイド」  

発行回数  6 回  

 

学校支援  

調べ学習・施設

見学の受入  

市 内 の 小 ・ 中 学

校 が 行 う 、 調 べ

学 習 や ま ち た ん

けん等の受入  

【調べ学習】  

4 校・延べ 20 人  

 

【施設見学】  

11 校・  

延べ 243 人  

職業体験・職業

ボ ラ ン テ ィ ア

の受入  

窓口業務、配架、

書架整理、装備、

資 料 探 索 な ど の

図 書 館 業 務 の 体

験  

【職業体験】  

延べ校数  12 校  

延べ人数  85 人  

 

【 職 業 ボ ラ ン

ティア】  

校数  １校  

延べ 75 人  

出向サービス  

学 校 の 依 頼 に よ

り 、 直 接 訪 問 し

て お は な し 会 と

ブ ッ ク ト ー ク を

実施  

件数  1 回  

 

Ｙ Ａ  ( 2 3 )サ ー

ビス  ＹＡ大賞  

中 高 生 世 代 か ら

オ リ ジ ナ ル の 短

編 小 説 を 募 集

し 、 大 賞 ・ 審 査

員 賞 を 選 考 し 表

彰を行う  

応募作品数  

8 件  

「 Ｙ ｏ ｕ ｔ ｈ

ｆ ｕ ｌ  Ｄ ａ

ｙｓ」及び「Ｙ

Ｄ  ｐ ｅ ｔ ｉ

ｔ」の発行  

Ｙ Ａ 世 代 の ボ ラ

ン テ ィ ア と と も

に 作 る 、 中 高 生

世 代 の た め の ラ

イ ブ ラ リ ー マ ガ

ジン  

発行回数  8 回  

「 Ｙ Ａ ラ イ ブ

ラリー」の発行  

Ｙ Ａ コ ー ナ ー の

新着資料紹介誌  
発行回数  4 回  

 

 

                             
( 2 3 ) Ｙ Ａ ： 橋 本 図 書 館 で は 「 Ｙ ｏ ｕ ｔ ｈ ｆ ｕ ｌ  Ａ ｇ ｅ 」 の 略 称 と し て 用 い て い る 。  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

Ｙ Ａ サ ー ビ

ス  

Ｙ Ａ コ ー ナ ー

での特集展示  

Ｙ Ａ コ ー ナ ー で

の特集展示  
件数  5 回  

 

イベント  

（一般向け） 

ビ ブ リ オ バ ト

ル  

テ ー マ を 設 定

し 、 参 加 者 が お

す す め 本 の 書 評

合戦を行う  

実施回数  2 回  

参加者数  26 人  

読書会  

参 加 者 間 で 文 学

作 品 の 読 み 合 わ

せ を 行 い 、 感 想

等 を 語 り 合 っ て

参 加 者 間 で の 交

流を図る  

実施回数  6 回  

参加者数   

延べ 58 人  

大 人 の た め の

おはなし会  

15 歳 以 上 の 方

を 対 象 に 、 お は

なしを語る  

参加者数  30 人  

講演会「津久井

の 身 近 な 昆 虫

たち」  

[P73 再掲 ] 

市 博 物 館 学 芸 員

に よ る 、 津 久 井

地 域 で 観 察 で き

る 昆 虫 に つ い て

学ぶ講演会  

参加者数 22 人  

健 康 支 援 講 演

会  

[P73 再掲 ] 

市 管 理 栄 養 士 に

よる、「生活習慣

病 予 防 の 食 事 」

を テ ー マ に し た

講演会  

参加者数 25 人  

読 書 週 間 特 別

企画  朗読会  

[P73 再掲 ] 

プ ロ の 演 者 に よ

る朗読会  
参加者数 36 人  

こ う ば こ の 会

の朗読会  

[P73 再掲 ] 

目 が 不 自 由 な 方

が 中 心 と な っ て

結 成 さ れ た 朗 読

劇 団 に よ る 朗 読

会  

参加者数 22 人  

歴史講演会「相

模 原 歴 史 探 訪

古代編」  

[P73 再掲 ] 

市 文 化 財 保 護 課

学 芸 員 に よ る 、

郷 土 の 歴 史 を 知

り 、 郷 土 資 料 に

親 し む た め の 講

演  

参加者数 19 人  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

イベント  

（一般向け） 防災特別講演会  

[P74 再掲 ] 

市 危 機 管 理 課 職

員 に よ る 、 地 域

の 防 災 活 動 へ の

参 加 の 重 要 性 や

災 害 時 の 心 得 等

を学ぶ講演会  

参加者数 30 人  

和 稽 古 そ の 壱  

風 呂 敷 包 み の

お稽古  

[P74 再掲 ] 

企 業 よ り 講 師 を

招 き 、 風 呂 敷 に

ま つ わ る お 話 や

種 々 の 包 み 方 を

学ぶ講座  

参加者数 16 人  

パ ソ コ ン 講 習

会  

相 模 原 市 情 報 ボ

ラ ン テ ィ ア を 講

師 と し た 、 パ ソ

コ ン 初 心 者 向 け

講習会  

参加者数   

延べ 178 人  

ボ ラ ン テ ィ

アの育成・支

援  

ボ ラ ン テ ィ ア

交流会  

市 内 で 読 み 聞 か

せ を ボ ラ ン テ ィ

ア と し て 活 動 中

の 方 た ち 同 士 の

交 流 と 情 報 交 換

会  

実施回数  2 回  

参加者数   

述べ 36 人  

ボ ラ ン テ ィ ア

ス テ ッ プ ア ッ

プ講座  

橋 本 図 書 館 で 活

動 し て い る ボ ラ

ン テ ィ ア グ ル ー

プ を 対 象 に 、 技

術 向 上 を 目 指 す

講座  

参加者数   

延べ 46 人  

 

 

内部評価  

 子どもの読書活動の支援として、定例のおはなし会、工作会及

びブックトークを実施したほか、中高生向けＹＡ（ヤングアダル

ト）サービスとして、ブックリストの作成、機関紙の発行、短編

小説や詩の募集、表彰、発表を行った。  

 また、市民の生涯学習活動の支援として、講演会、読書会、ビ

ブリオバトル及び大人のためのおはなし会等の事業を実施した。  

 さ ら に は 、 地 域 や 図 書 館 で 読 み 聞 か せ の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を

行っている方を対象に、交流会やステップアップのための講座を

実施し、情報交換や交流の場を設けるとともに活動の支援を行っ

た。  
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【平成２７年度の主な事業】  

事業１  図書館サービスの更なる向上と生涯学習の場の提供  

事業２  地域特性を生かした図書館サービスの提供  

事業３  新しい読書の形の提案  

 

事業１  図書館サービスの更なる向上と生涯学習の場の提供  

事業内容  

 図書館サービスの更なる向上を図るとともに、図書館以外の諸

機関・施設とも積極的に連携を図り、市民が図書館を通して様々

な知に触れ、生涯学習を続けるきっかけとなるような場の提供に

努める。  

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

イベント  

（一般対象） 

副 音 声 付 映 画

鑑賞会「博士の

愛した数式」  

企 業 の 協 力 に よ

る 、 字 幕 や 音 声

ガ イ ド 付 き の バ

リ ア フ リ ー 映 画

の上映会  

参加者数  18 人  

こ う ば こ の 会

の朗読会  

目 の 不 自 由 な 方

が 中 心 と な っ て

結 成 さ れ た 朗 読

劇 団 に よ る 朗 読

会  

参加者数  22 人  

健 康 支 援 講 演

会「心の健康づ

くり」  

ス ト レ ス と の 上

手 な つ き あ い 方

を 学 ぶ 、 市 保 健

師による講演会  

参加者数  26 人  

相 模 原 歴 史 探

訪講演会「長竹

の 自 然 と 野 の

仏たち」  

『 長 竹 今 昔 物

語 』 を 編 集 さ れ

た 奈 良 雅 之 氏 に

よ る 、 長 竹 の 自

然 等 を テ ー マ と

した講演  

参加者数  21 人  

相 模 原 歴 史 探

訪 ～ 橋 本 歴 史

散歩編～  

橋 本 の 歴 史 を 知

る 会 に 解 説 を し

て も ら い な が ら

橋 本 の 文 化 財 を

巡る  

参加者数  24 人  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

イベント  

（一般対象） 

イ ン ナ ー ガ ー

デ ン ( 2 4 )「 銀 河

鉄 道 の 夜 を め

ぐる」  

ア ー ト ラ ボ は し

も と 、 桜 美 林 大

学 と 共 催 し 、 ミ

ウ ィ 橋 本 の イ ン

ナ ー ガ ー デ ン で

演 劇 ・ 工 作 を 実

施  

参加者数   

235 人  

イ ン ナ ー ガ ー

デ ン お は な し

会  

プ ロ の 演 者 に よ

る エ プ ロ ン シ ア

ター、大型絵本、

朗読  

参加者数  70 人  

和 稽 古 そ の 参  

ち ぎ り 絵 の 年

賀状づくり  

外 部 講 師 に よ

る 、 和 紙 を 使 っ

て「私製はがき」

に 貼 っ て つ く る

オ リ ジ ナ ル 年 賀

状づくりの講座  

参加者数  15 人  

パ ソ コ ン 初 心

者講習会  

相 模 原 市 情 報 ボ

ラ ン テ ィ ア を 講

師 と し た 、 パ ソ

コ ン 初 心 者 向 け

講習会  

参加者数  

延べ 176 人  

 

イベント  

（児童対象） 

夏休み企画「親

子 で 学 ぼ う 江

戸しぐさ」  

外 部 講 師 に よ

る 、 江 戸 し ぐ さ

に関する講演会  

参加者数  11 人  

夏 休 み 特 別 企

画工作「コラー

ジ ュ ( 2 5 )で 描 こ

う橋本のまち」 

ア ー ト ラ ボ は し

も と の 協 力 を 受

け 、 橋 本 地 区 の

写 真 を 中 心 に コ

ラ ー ジ ュ 作 品 と

ダ ン ボ ー ル 額 を

作成する工作会  

参加者数  4 組  

 

 

 

 

                             
( 2 4 ) イ ン ナ ー ガ ー デ ン：ミ ウ ィ 橋 本 ５ 階 の 飲 食 店 フ ロ ア に あ り 、ミ ウ ィ 来 館 者 が 休 憩 を し

た り 、 各 テ ナ ン ト が 関 連 イ ベ ン ト を 開 催 し た り す る た め の ス ペ ー ス 。  

 
( 2 5 ) コ ラ ー ジ ュ ： 写 真 な ど の 様 々 な 素 材 を 組 み 合 わ せ て 作 品 を 構 成 す る 技 法 。  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

連携展示  
橋 本 ま ち ゼ ミ
( 2 6 )応援展示  

橋 本 駅 周 辺 商 店

街 連 合 会 主 催 の

橋 本 ま ち ゼ ミ に

協 力 し 、 講 座

テ ー マ に 関 す る

資料を展示  

件数 2 件  

銀 河 鉄 道 の 夜

をめぐる  

ア ー ト ラ ボ は し

も と 、 桜 美 林 大

学 と の 共 催 企 画

に関連する展示  

件数  1 件  

庁内情報発信  

相 模 原 市 に 関 す

る 情 報 や 行 政 の

取組などを展示  

件数  9 件  

 

 

内部評価  
 そ れ ぞ れ の 分 野 で の 専 門 職 の 知 識 や 外 部 機 関 の 専 門 性 を 活 か

した連携事業等を積極的に実施した。ミウィ橋本５階の開放的な

イ ベ ン ト ス ペ ー ス で あ る イ ン ナ ー ガ ー デ ン を 活 用 し た 事 業 は 初

めての試みだったが、２日間で約３００人もの参加があった。図

書館外の誰でも滞在できるスペースを活用することで、図書館に

来館していない方への事業の周知にもつながった。  

 また、橋本地区の文化財を巡る歴史散歩では、図書館で収集す

る地域資料の提供にとどまらず、実際に文化財に触れる機会を提

供することで、図書館を通じて地域を知る新たなきっかけづくり

ができた。  

 今後も様々な機関と連携しながら、市民が様々な知に触れ生涯

学習を継続するきっかけとなるような場の提供に努めたい。  

 

  

                             
( 2 6 ) 橋 本 ま ち ゼ ミ：橋 本 駅 周 辺 の 店 舗 等 が 講 師 と な っ て 専 門 知 識 を 教 え る 、少 人 数 制 の ミ

ニ 講 座 。  
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事業２  地域特性を生かした図書館サービスの提供  

事業内容  

 緑豊かな水源地域、産業・商業の集積地、交通の要衝といった

緑区の地域特性を考慮し、市民の課題解決を支援できる蔵書構築

と図書館サービスの提供に努める。  

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

蔵書構築  

資料の収集・提

供  

特 色 を 生 か し た

資 料 の 収 集 ・ 提

供  

27 年度所蔵点数  

330,177 冊 （ 図

書・ AV 資料計） 

 

27 年度購入点数  

8,622 冊 （ 図

書・AV 資料・雑

誌計）  

 

27 年度貸出点数  

695,611 冊  

 

ビ ジ ネ ス 支

援サービス  
創業・起業ビジ

ネス相談会  

市 産 業 振 興 財 団

と の 共 催 に よ る

ビ ジ ネ ス 相 談 会

で 関 連 資 料 等 を

提供  

開催回数  48 回  

相談件数   

164 件  

オ ン ラ イ ン

デ ー タ ベ ー ス

の提供  

オ ン ラ イ ン デ ー

タ ベ ー ス を 調 査

用に提供  

利用件数   

236 件  

ビ ジ ネ ス 支 援

コ ー ナ ー の 設

置  

ビ ジ ネ ス に 関 す

る 資 料 等 の 収

集・提供  

ビジネス支援

コーナーの蔵書

数（書庫資料を

含む一般書）  

10,892 冊  

 

雑誌タイトル数  

14 誌  

ブ ッ ク リ ス ト

の発行  

ビ ジ ネ ス 及 び 就

職 支 援 に 関 す る

ブ ッ ク リ ス ト の

発行  

発行回数  8 回  

橋 本 ま ち ゼ ミ

支援事業  

橋 本 ま ち ゼ ミ に

協 力 し 、 講 座 に

関 連 す る ブ ッ ク

リ ス ト の 提 供 と

図 書 館 内 で の 関

連展示  

件数  2 回  

ブ ッ ク リ ス ト 発

行回数  58 回  



各館評価（橋本図書館） 

- 85 - 

 

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

情 報 提 供

サービス  

レ フ ァ レ ン ス

サービス  
調べものの支援  

27 年度受付件数  

9,631 件  

イ ン タ ー ネ ッ

ト 閲 覧 サ ー ビ

ス  

イ ン タ ー ネ ッ ト

に よ る 調 べ も の

が で き る 環 境 の

提供  

インターネット  

利用件数  

13,161 件  

国 立 国 会 図 書

館 レ フ ァ レ ン

ス 協 同 デ ー タ

ベ ー ス へ の 事

例登録  

国 立 国 会 図 書 館

の デ ー タ ベ ー ス

に 、 調 べ も の 事

例を登録・公開  

27 年 事 例 登 録

件数  57 件  

 

27 年被参照件数  

335,077 回  

大 学 図 書 館 と

の相互協力  

大 学 図 書 館 と 連

携 し 、 調 べ も の

の 相 談 や 資 料 調

査を行う  

受付件数  5 件  

検 索 案 内 コ ン

シェルジュ  

検 索 機 の 使 い 方

な ど の 問 合 せ に

個 別 に 対 応 し 、

ご案内する  

実施回数  7 回  

参加者数  

延べ 135 人  

 

課 題 解 決 の

た め の ブ ッ

ク リ ス ト の

発行  

ビ ジ ネ ス 及 び

就 職 支 援 に 関

す る ブ ッ ク リ

ス ト の 発 行

[P84 再掲 ] 

ビ ジ ネ ス 及 び 就

職 支 援 を テ ー マ

と し た ブ ッ ク リ

ス ト の 作 成 ・ 配

布  

発行回数  8 回  

子 育 て 支 援

サ ー ビ ス 情 報

誌「スマイルレ

ター」の発行  

子 育 て 支 援 を

テ ー マ と し た

ブ ッ ク リ ス ト の

作成・配布  

発行回数  4 回  

健 康 情 報 サ ー

ビ ス ブ ッ ク ス

ト「健康情報ｎ

ｅｗｓ」の発行  

医 療 健 康 情 報 を

テ ー マ と し た

ブ ッ ク リ ス ト の

作成・配布  

発行回数  4 回  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

課 題 解 決 の

た め の ブ ッ

ク リ ス ト の

発行  

「 調 べ る 本 の

紹 介 」 お よ び

「 調 べ る 本 の

紹 介 ジ ュ ニ ア

版」の発行  

テ ー マ 別 の 参 考

図 書 の 案 内 の 作

成・配布  

発行回数  6 回  

「 発 見 ！ ！ さ

がみはら」の発

行  

児 童 向 け に 相 模

原 の 歴 史 や 文 化

な ど を 紹 介 し た

ミ ニ ガ イ ド の 作

成・配布  

発行回数  6 回  

 

 

内部評価  
 市 民 の 課 題 解 決 を 図 る 図 書 館 資 料 の 収 集 と し て 、 ビ ジ ネ ス 支

援、子育て支援、健康情報等テーマ別資料の収集を継続的に行っ

た。また、ビジネス等の各テーマに関するブックリストを定期的

に作成・更新し、資料の活用や調べものへの活用を図った。  

 情報提供サービスでは、国立国会図書館が運営するレファレン

ス 協 同 デ ー タ ベ ー ス に 当 館 で 受 け た 調 べ も の の 事 例 を 継 続 的 に

登録し、インターネット上で公開している。今年度は当館事例へ

の参照件数が一定数を超え、国立国会図書館から表彰を受けるこ

とができた。  

 新しい取組として、検索案内コンシェルジュと、橋本まちゼミ

支援事業を実施した。今後もビジネス支援等の特徴的なサービス

を生かし、地域の課題を視野に入れた図書館資料とサービスの提

供に努めたい。  
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事業３  新しい読書の形の提案  

事業内容  

 子どもの読書活動や、子どもの読書に関わる人々の活動を支援

する事業の推進に努めるとともに、子どもだけではなく、大人へ

の読み聞かせなど、幅広い層に新しい読書の形を提案する。  

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

おはなし会  

（定例）  

つ く し ち ゃ ん

のわらべうた  

（ 0、 1 歳 児 向

け）  

わ ら べ う た 、 絵

本の読み聞かせ  

参加者数   

延べ 847 人  

た ん ぽ ぽ お は

な し 会 （ 2 、 3

歳児向け）  

 

す み れ お は な

し 会 （ 4～ 6 歳

児向け）  

絵 本 の 読 み 聞 か

せ や 紙 芝 居 、 素

話  

参加者数   

延べ 882 人  

土 よ う お は な

し会  

絵 本 の 読 み 聞 か

せ や 紙 芝 居 、 お

話など  

参加者数  

延べ 1,001 人  

 

展示  

こ ど も の 本 の

コ ー ナ ー で の

特集展示  

季 節 ご と に テ ー

マ を 決 め 、 関 連

資料を展示  

件数  5 回  

キ ッ ズ フ ェ ス

タ 独 自 企 画 展

示－「生物多様

性の本箱」  

「 み ん な が 生 き

も の と つ な が

る」をテーマに、

自 然 科 学 系 の 児

童 書 に 親 し ん で

もらう展示  

件数  1 回  

 

イベント  

（児童対象） 

夏 の お は な し

大会  

ス ト ー リ ー テ リ

ングを 6 話  
参加者数  29 人  

冬 の 大 き な お

はなし会  

人 形 劇 、 手 遊 び

うたや影絵など  

参加者数  

延べ 212 人  

 

 

 



各館評価（橋本図書館） 

- 88 - 

 

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

イベント  

（児童対象） 

春の大きな  

おはなし会  

人 形 劇 、 手 遊 び

う た や 大 型 紙 芝

居など  

参加者数  

延べ 244 人  

こ ど も の 日 特

別企画「こども

ま つ り － よ う

こそ、ほんの森

へ－」  

お は な し パ ズ

ル、おはなし会、

ボ ラ ン テ ィ ア に

よ る 個 別 読 み 聞

か せ 、 昔 遊 び な

ど で こ ど も た ち

に遊んでもらう  

参加者数  

延べ 241 人  

読書週間「どく

しょの木」  

子 ど も の 本 の

コーナーで、「わ

た し の 好 き な

本 」 を 書 い て ど

く し ょ の 木 に 貼

り 、 お す す め 本

を 紹 介 し て も ら

う  

実 施 日 数  28 日

間  

夏 休 み 特 別 企

画  

ブックトーク  

テ ー マ ｢ど こ い

く ？ な に す る ？

な つ や す み ！ ｣

に 沿 っ た さ ま ざ

ま な 分 野 の 本 を

紹介する  

参加者数  8 人  

夏 休 み 特 別 企

画工作「コラー

ジ ュ で 描 こ う

橋本のまち」  

[P82 再掲 ] 

ア ー ト ラ ボ は し

も と の 協 力 を 受

け 、 橋 本 地 区 の

写 真 を 中 心 に コ

ラ ー ジ ュ 作 品 と

ダ ン ボ ー ル 額 を

作成する工作会  

参加者数  4 組  

ガイドツアー  

図 書 館 た ん け

ん隊  

書 庫 や 図 書 整 理

室 の 様 子 な ど 、

図 書 館 の 裏 側 を

見 学 し て も ら う

図書館ツアー  

実施回数  3 回  

参加者数   

延べ 26 人  

１日図書館員  

小 学 3～ 6 年 生

を 対 象 に 、 本 の

貸 出 ・ 返 却 等 の

図 書 館 業 務 を 体

験してもらう  

参加者数   

延べ 24 人  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

イベント  

（児童対象） 
調 べ 学 習 体 験

講座「調べるっ

ておもしろい」 

図 書 館 と 市 民 を

つ な ぐ 会 主 催 の

イ ン タ ー ネ ッ ト

検 索 と 資 料 を 用

い た 調 べ 学 習 体

験  

参加者数  8 人  

 

ブ ッ ク リ ス

トの発行  

「ほんのもり」

の発行  

児 童 向 け の 読 書

案内紙  
発行回数  6 回  

「 発 見 ！ ！ さ

がみはら」の発

行  

[P86 再掲 ] 

児 童 向 け に 相 模

原 の 歴 史 や 文 化

な ど を 紹 介 し た

さ が み は ら ミ ニ

ガイド  

発行回数  6 回  

「 調 べ る 本 の

紹 介 ジ ュ ニ ア

版」の発行  

[P86 再掲 ] 

テ ー マ 別 の 調 べ

方 や 調 べ る 本 の

案内紙  

発行回数 2 回  

 

学校支援  調べ学習・施設

見学の受入  

市 内 の 小 ・ 中 学

校 が 行 う 、 調 べ

学 習 や ま ち た ん

けん等の受入  

【調べ学習】  

1 校・延べ 11 人  

【施設見学】  

11 校・延べ 162

人  

職業体験・職業

ボ ラ ン テ ィ ア

の受入  

窓口業務、配架、

書架整理、装備、

資 料 探 索 な ど の

図 書 館 業 務 の 体

験  

【職業体験】  

延べ校数  13 

延 べ 人 数  190

人  

出向サービス  

学 校 の 依 頼 に よ

り 、 直 接 訪 問 し

て お は な し 会 と

ブ ッ ク ト ー ク を

実施  

件数  1 回  
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実施内容  

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

Ｙ Ａ サ ー ビ

ス  ＹＡ大賞  

中 高 生 世 代 か ら

オ リ ジ ナ ル の 短

編 小 説 と 詩 を 募

集 し 、 大 賞 ・ 審

査 員 賞 を 選 考 し

表彰を行う  

応募作品数  

小説  6 件  

詩  7 件  

「 Ｙ ｏ ｕ ｔ ｈ

ｆ ｕ ｌ  Ｄ ａ

ｙｓ」及び「Ｙ

Ｄ  ｐ ｅ ｔ ｉ

ｔ」の発行  

Ｙ Ａ 世 代 の ボ ラ

ン テ ィ ア と と も

に 作 る 、 Ｙ Ａ 世

代 の た め の ラ イ

ブ ラ リ ー マ ガ ジ

ン  

発行回数  8 回  

「 Ｙ Ａ ラ イ ブ

ラリー」の発行  

Ｙ Ａ コ ー ナ ー の

新着資料紹介誌  
発行回数  4 回  

Ｙ Ａ コ ー ナ ー

等 で の 特 集 展

示  

Ｙ Ａ コ ー ナ ー

や 、 Ｙ Ａ を テ ー

マ と し た 特 集 展

示  

件数  8 回  

 

ボ ラ ン テ ィ

アの育成・支

援  

ボ ラ ン テ ィ ア

交流会  

市 内 で 読 み 聞 か

せ を ボ ラ ン テ ィ

ア と し て 活 動 中

の 方 た ち 同 士 の

交 流 と 情 報 交 換

会  

参加者数  15 人  

ボ ラ ン テ ィ ア

ス テ ッ プ ア ッ

プ講座  

橋 本 図 書 館 で 活

動 し て い る ボ ラ

ン テ ィ ア グ ル ー

プ 所 属 の 方 を 対

象 に 、 技 術 向 上

を目指す講座  

参 加 者 数  延 べ

34 人  

 

イベント  

（一般対象） 読書会  

参 加 者 間 で 文 学

作 品 の 読 み 合 わ

せ を 行 い 、 感 想

等 を 語 り 合 っ て

参 加 者 間 で の 交

流を図る  

実施回数  6 回  

参 加 者 数  延 べ

71 人  

大 人 の た め の

おはなし会  

中 学 生 以 上 の 方

を 対 象 に 、 お は

なしを語る  

参加者数  26 人  
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内部評価   各世代を意識した読書活動支援の取組を実施した。子どもへの

サービスは、おはなし会を継続的に実施したほか、夏休みや冬休

み、読書週間等に読書機会を拡げるための事業を実施した。また、

読 み 聞 か せ ボ ラ ン テ ィ ア と し て 子 ど も の 読 書 に 関 わ る 方 へ 向 け

た支援のために、交流会やステップアップ講座を実施した。  

 中高生世代へのサービスは「Ｙｏｕｔｈｆｕｌ  Ｄａｙｓ」の

発行やＹＡ大賞など、中高生世代の参加型の事業により、中高生

世代が来館するきっかけづくりや、交流の場を提供している。  

 一般対象の事業として、読書会と大人のためのおはなし会を実

施した。読書会は取り上げる本の傾向を変えながら幅広い読書機

会の提供に努めており、毎回ほぼ定員に達している。  

 今後もより幅広い世代に向けた読書の楽しみを提案し、継続的

に図書館の利用を促進したい。  
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【平成２８年度の主な事業】  

事業１  読書活動の普及に係る事業  

事業２  図書館資料の充実に係る事業  

事業３  図書館運営と図書館施設等の管理に係る事業  

 

事業１  読書活動の普及に係る事業  

事業内容  

 講演会や読書会、展示等の事業を通じて、利用者の方々に様々

な情報や知識に触れる場を提供し、それを機会として読書への関

心を高め、図書館資料の利用促進を図る。  

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

開 館 １ ５ 周

年記念事業  

プ レ イ ベ ン ト

「朗読会」  

没後 100 年にあ

た る 夏 目 漱 石 作

品等を朗読  
参加者数  29 人  

秋元紀子・赤星

毬 語 り ＆ ピ ア

ノコンサート  

語 り と 、 ピ ア ノ

演 奏 の コ ン サ ー

ト  

相 模 原 市 民 文 化

財団との共催  

参加者数  

延べ  293 人  

関連展示  
15 周 年 に 関 連

した展示  
展示回数  2 回  

15 周 年 記 念 し

おりの配布  

緑 区 の マ ス コ ッ

ト 「 ミ ウ ル 」 の

イ ラ ス ト を 使 用

し た し お り を 作

成・配布  

配 布 枚 数  1,000

枚  

 

企 画 展 示 に

よ る 情 報 発

信事業  

企画展示  

読 書 へ の 関 心 を

高 め る た め 、

テ ー マ と 時 期 と

展 示 場 所 を 予 め

定めて実施  

展示回数  74 回  

随時展示  

活 字 文 化 に 深 く

関 わ り の あ る 方

の 訃 報 に 合 わ せ

た展示  

展示回数  7 回  

特別展示  

女 子 美 術 大 学 卒

業 生 加 藤 千 晶 氏

に よ る 作 品 の 展

示  

展示回数  4 回  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

図 書 館 以 外

の 機 関 等 と

の連携事業  

庁内情報発信  

相 模 原 市 に 関 す

る 情 報 や 行 政 の

取組などを展示  

件数  6 件  

橋 本 ま ち ゼ ミ

応援展示  

橋 本 駅 周 辺 商 店

街 連 合 会 主 催 の

橋 本 ま ち ゼ ミ に

協 力 し 、 講 座

テ ー マ に 関 す る

資料を展示  

展示回数  1 回  

発 達 障 害 の 理

解と支援  

市 発 達 障 害 支 援

セ ン タ ー 所 長 と

障 害 当 事 者 を 講

師 に 招 き 、 具 体

的支援を学ぶ  

参加者数  26 人  

相 模 原 歴 史 探

訪  

橋 本 の 歴 史 を 知

る 会 会 員 を 講 師

に 招 き 、 橋 本 駅

周 辺 に あ る 文 化

財を学ぶ  

参 加 者 数  延 べ

36 人  

共同企画展示  

夏 目 漱 石 没 後

100 年 に ち な

み 、 夏 目 漱 石 の

小説の帯を募集  

立 川 市 立 図 書 館

と 近 隣 高 等 学

校 、 鎌 倉 市 立 図

書 館 と 近 隣 高 等

学 校 、 橋 本 図 書

館 と Ｙ Ｄ 編 集 委

員 に よ る 共 同 企

画展示  

展示回数  1 回  

妖 怪 た ち の 夏

祭り  

妖 怪 を テ ー マ と

し た 工 作 と パ

フ ォ ー マ ン ス の

実施  

ア ー ト ラ ボ は し

も と 、 桜 美 林 大

学との共催企画  

来場者数  

延べ 833 人  

 

おはなし会   

74 人  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

図 書 館 以 外

の 機 関 等 と

の連携事業  

親 子 お こ づ か

い教室  

金 融 広 報 ア ド バ

イ ザ ー を 講 師 に

招 き 、 お 金 の 大

切 さ と 使 い 方 を

考える  

参加者数  19 人  

調 べ 学 習 体 験

講座  

小 ・ 中 学 生 を 対

象 に 図 書 館 資 料

と イ ン タ ー ネ ッ

ト を 使 っ た 調 べ

学習を実施  

図 書 館 と 市 民 を

つ な ぐ 会 ・ 相 模

原と共催  

参加者数  16 人  

 

 

内部評価  
 平 成 ２ ８ 年 度 は 開 館 １ ５ 周 年 と い う 大 き な 節 目 の 年 度 に な る

ため、この節目にちなんだ展示やイベントを積極的に実施し、改

めて読書への関心を高めるとともに、図書館資料の利用促進に努

めた。中でも、相模原市民文化財団との共催により開催した「語

り＆ピアノコンサート」は、２日間で約３００人もの参加があっ

た。共催で行うことにより、普段図書館に来館しない人たちに向

けての周知につながった。  

 また、企画展示では、各担当が時期に合わせたテーマを設定し、

所蔵資料を紹介した。中には書庫で保管をしている本も展示する

など、橋本図書館が所蔵する図書や視聴覚資料を活かした展示を

行うことで、来館者へ情報や知識に触れる場を提供することがで

きた。  

 さらに、今年度は、特別展示として女子美術大学卒業生の作品

を館内に展示した。これにより、美術作品を通じて図書館に関心

を持ってもらうことができた。  

 今年度連携をした各機関と今後も連携を深めながら、市民が幅

広い知識に出会う場を提供できるように努めたい。  
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利用者  

アンケート

 「事業に関するアンケート」の実施結果では、開館１５周年記

念「語り＆ピアノコンサート」は、回答者の１３．２％が良い事

業に選んだ。参加者については、６０代が多く、次いで４０代が

多かった。また、図書館を頻繁に利用する方だけではなく、半年

に数回の利用者にも当該事業への関心は高かった。  

 企画展示では、４０代で、毎週・２週間おき・月に数回の利用

頻度の来館者の関心が高かった。また、３０代・４０代からの回

答者から「おすすめの本を定期的に展示してくれると読書の幅が

広がる」「入口付近の展示や情報案内は楽しみに見ています。」と

いった意見が寄せられた。  

 今後は、これらの関心を図書館利用に繋げていく工夫が必要で

ある。  
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事業２  図書館資料の充実に係る事業  

事業内容             

 利用者の方々が求める幅広い情報要求に応えるため、橋本図書

館や管轄公民館図書室の蔵書構成を把握し、不足している分野や

更新が必要な分野等について、重点的に蔵書の充実を図る。  

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

テ ー マ 別 資

料 コ ー ナ ー

の充実  

 

図 書 資 料 の 収

集・提供  

 

テ ー マ 別 資 料

コ ー ナ ー に お け

る 各 テ ー マ の 資

料収集・提供  

28 年度蔵書冊数  

 

高齢者資料  

895 冊  

子育て支援資料  

2,973 冊  

ビジネス資料  

11,00 冊  

コンピュータ・

情報・通信資料  

1,796 冊  

園芸資料  

1,827 冊  

健康資料  

6,470 冊  

児童文学資料  

2,062 冊  

家政学・生活科

学資料     

7,508 冊  

音楽・演劇資料  

6,540 冊  

ペット資料  

1,141 冊  

資格・仕事資料  

839 冊  

冠 婚 葬 祭 ・ ス

ピ ー チ ・ 手 紙 資

料  956 冊  

年金・保険・  

税金資料   

859 冊  

旅行ガイド資料  

3,798 冊  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

大 活 字 本 等

の充実  
大 活 字 本 の 充

実  

大 活 字 資 料 を 収

集・提供  

28 年度所蔵点数  

1,371 冊  

障 害 者 用 視 聴

覚資料の充実  

カ セ ッ ト （ 録 音

図 書 ） 及 び 朗 読

Ｃ Ｄ を 収 集 ・ 提

供  

28 年度所蔵点数  

カセット   

1,545 点  

 

朗読ＣＤ  480 点  

 

28 年度購入点数  

朗読ＣＤ  19 点  

 

蔵 書 情 報 の

積 極 的 な 発

信  

ブ ッ ク リ ス ト

の発行  

分 野 ご と に 発 行

している 8 種類

の ブ ッ ク リ ス ト

の発行及び改定  

 

（種類）  

・ Ｙ Ａ ラ イ ブ ラ

リー  

・ こ ど も し ん ぶ

ん「ほんのもり」 

・ 子 育 て 支 援

サ ー ビ ス 情 報 誌

「 ス マ イ ル レ

ター」  

・ ビ ジ ネ ス 支 援

サ ー ビ ス 「 お 役

立 ち ブ ッ ク リ ス

ト」  

・ 就 職 支 援 サ ー

ビ ス 「 就 職 情 報

の 探 し 方 ＆ ブ ッ

クリスト」  

・ 調 べ る 本 の 紹

介  

・ 調 べ る 本 の

し ょ う か い ジ ュ

ニア版  

・ 健 康 情 報 サ ー

ビ ス ブ ッ ク リ ス

ト 「 健 康 情 報

news」  

発行回数  6 回  

（ほんのもり）  

 

発行回数  4 回  

（ Ｙ Ａ ラ イ ブ ラ

リ ー ／ ス マ イ ル

レ タ ー ／ お 役 立

ち ブ ッ ク リ ス ト

／ 就 職 情 報 の 探

し 方 ＆ ブ ッ ク リ

ス ト ／ 健 康 情 報

news）  

 

発行回数  3 回  

（ 調 べ る 本 の 紹

介）  

 

発行回数 1 回  

（ 調 べ る 本 の

し ょ う か い ジ ュ

ニア版）  
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実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

蔵 書 情 報 の

積 極 的 な 発

信  

ソ ー シ ャ ル メ

ディアの活用  

Faceboook 及び

Twitter を活用

した情報発信  

発信回数  6 回  

 

 

内部評価  
利用者が求める情報要求に応えるために、ビジネス支援、子育

て 支 援 の 資 料 の ほ か に 、 日 常 生 活 に お い て 身 近 な テ ー マ で あ る

ペ ッ ト や 家 政 学 ・ 生 活 科 学 関 係 資 料 な ど も 継 続 的 に 充 実 を 図 っ

た。また、ビジネス支援をはじめとしたブックリストは、昨年度

に引き続き定期的な作成・更新を行い、所蔵資料の活用を図った。 

 大活字本等の充実では、障害者差別解消法の施行を踏まえ、大

活字本及び朗読ＣＤの充実を図った。  

 一方で、Ｆａｃｅｂｏｏｋ及びＴｗｉｔｔｅｒを活用した情報

発 信 は 、 年 間 を 通 じ て ６ 回 の 発 信 に と ど ま っ た 。 ソ ー シ ャ ル メ

ディアは、書誌情報へのリンクを貼ることで、資料予約に繋げる

可能性があることから、積極的な蔵書情報の発信の手段の１つと

して活用したい。  

 

利用者  

アンケート

 「事業に関するアンケート」の結果では、図書の充実も含めて

力を入れて取り組んでほしい事業のうち、実用書や専門書の充実

を含む「社会人を対象とした事業」が全体の２２．３％、衣食住

関係資料の充実を含む「子育て世代を対象とした事業」が全体の

１１．２％と、共に１０％を超える関心があった。  

 一方、定期的に発行しているブックリストに対する関心は、取

り組んでいる事業のうち５．６％にとどまった。  

 情 報 発 信 に つ い て は 、「 図 書 館 の 取 り 組 み に つ い て 知 ら な い 」

といった、周知が行き届いてない意見が寄せられた。  

 充実させた資料を利用に繋げるためには、どのように蔵書情報

の発信を行うかが課題である。  
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事業３  図書館運営と図書館施設等の管理に係る事業  

事業内容  

 窓口業務等委託による効率的な運営を行う。また、利用者の利

便性が低下しないよう、施設維持管理を行いながら、より快適に

図書館を利用できるように努める。  

 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目  実施事業  内容  結果  

 

窓 口 業 務 等

委託の検証  
あなたの「声」 

利 用 者 か ら 主 に

図 書 館 サ ー ビ ス

等 に つ い て 意 見

をいただく  

件数  61 件  

市民の声  

市 ホ ー ム ペ ー ジ

か ら 図 書 館 に 係

る 内 容 に つ い て

意見をいただく  

件数  23 件  

 

計 画 的 な 施

設修繕  ソ フ ァ 等 入 れ

替え  

汚 破 損 が 著 し い

新 聞 ・ 雑 誌 コ ー

ナ ー の ソ フ ァ 等

を 、 特 定 防 衛 施

設 周 辺 整 備 調 整

交 付 金  ( 2 7 ) を 活

用し更新  

ロ ビ ー ソ フ ァ  

18 台  

デ ス ク ア ン ダ ー

ワゴン  4 台  

新聞架  5 台  

アルミ製車いす   

2 台  

ト イ レ 便 座 修

繕  

こ ど も の ほ ん の

コ ー ナ ー に あ る

ト イ レ に 子 ど も

用便座を設置  

男 児 用 ト イ レ  1

基  

女 児 用 ト イ レ  1

基  

自 動 ド ア 装 置

取り替え修繕  

経 年 劣 化 に よ り

傷 ん だ 正 面 入 り

口 の 自 動 ド ア の

装置を交換  

－  

 

                             
( 2 7 ) 特 定 防 衛 施 設 周 辺 整 備 調 整 交 付 金：米 軍 基 地 の 影 響 を 受 け る 市 町 村 が 実 施 す る 公 共 施

設 の 整 備 や 事 業 に 対 し て 、 国 が 助 成 す る も の 。  
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内部評価  
 窓口業務等委託による効率的な運営については、委託事業者に

よる企画展示を８１回、橋本図書館手作りサロンを１１回、読書

会を８回実施した。  

イベントによっては、スタッフ自らが講師として実施し、参加人

数もほぼ毎回定員に達していた。  

 新聞・雑誌コーナーのソファ等は、開館後１５年が経過したこ

とにより、汚破損が目立ってきたため、利用者が快適に図書館を

利用できるように、配置も含めリニューアルを行った。これによ

り、フロアスペース及び通路幅がより効率的に確保され、合理的

配慮への対応及び利便性が向上した。  

 今 後 も 利 用 者 の 声 が 直 接 聞 く こ と が で き る 「 あ な た の 「 声 」」

や「市民の声」により、図書館サービス全般について寄せられる

意見を参考にしながら、より快適に図書館を利用できるように努

めたい。  

 

利用者  

アンケート

 「事業に関するアンケート」では、窓口業務等委託事業者に対

する意見として、利用者対応について「スタッフのみな様の対応

が 親 切 で す 。 あ り が と う ご ざ い ま す 。」 と い っ た 好 意 的 な 意 見 が

寄せられた。また、読書会は回答者の１２．９％の方が関心を示

し、年代別では４０代の来館者の関心が非常に高かった。一方、

手作りサロンについては、回答者の７．２％の方の関心に留まっ

たが、年代別では読書会と同様に４０代の来館者の関心が高い事

業であった。  

 「事業に関するアンケート」の結果では、回答者の１５．４％

の方が本・雑誌・新聞を読むことを目的に来館しており、読書席

の充実を求める意見が寄せられた。  

 より快適な図書館運営を目指すためには、窓口業務等委託にお

ける効果の継続的な検証と、適切な施設維持管理を行う必要があ

る。  
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（４）アンケート実施結果  

ア  実施期間  

    平成２９年３月１４日（火）から３月２６日（日）までの開館日  

イ  実施方法  

    市立・相模大野・橋本の各館窓口を訪れた利用者（概ね小学校高学年

以上）に対しアンケート用紙を直接手渡したほか、記載台等にアンケー

ト用紙を設置し、館内の回収箱で回収した。  

ウ  有効回答数  ２，２７３件（３館合計）  

エ  設問及び集計結果  

 

○回答者について  

 

＜年  齢＞  

  

 

＜性  別＞  

  

  

年齢 市⽴ 相模大野 橋本 3館合計
10歳代 34 33 67 134
20歳代 22 41 61 124
30歳代 69 89 166 324
40歳代 138 125 215 478
50歳代 112 74 108 294
60歳代 143 106 159 408
70歳以上 116 100 104 320
無回答 70 49 72 191
合計 704 617 952 2,273

性別 市⽴ 相模大野 橋本 3館合計
男性 273 220 341 834
⼥性 342 317 495 1,154
無回答 89 80 116 285
合計 704 617 952 2,273
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＜お住まい＞  

  

 

＜利用回数＞  

  

 

○来館目的（複数回答可）  

 

  

お住まい 市⽴ 相模大野 橋本 3館合計
緑区 15 2 479 496
中央区 519 10 199 728
南区 54 493 16 563
市外（県内） 16 39 31 86
県外 22 9 138 169
無回答 78 64 89 231
合計 704 617 952 2,273

利⽤回数 市⽴ 相模大野 橋本 3館合計
ほぼ毎日 15 18 24 57
毎週 168 150 218 536
２週間おき 227 181 238 646
月に数回 167 155 262 584
半年に数回 47 52 110 209
初めて 6 5 15 26
無回答 74 56 85 215
合計 704 617 952 2,273

来館目的 市⽴ 相模大野 橋本 3館合計
本・雑誌・ＣＤ等を借りるため 635 554 832 2,021
本・雑誌・新聞を読むため 148 136 200 484
ビデオ・ＤＶＤ等を視聴するため 17 13 25 55
インターネットを利⽤するため 20 7 32 59
図書館の資料で調べものをするため 80 63 93 236
読書相談・調べもの相談をするため 13 7 11 31
おはなし会や講座に参加するため 8 15 12 35
学習をするため 36 23 54 113
その他 14 17 34 65
無回答 3 5 5 13
合計 974 840 1,298 3,112



アンケート実施結果 

- 103 - 

 

○力を入れて取り組んでほしい事業（複数回答可）  

  

 

○良いと思われる事業（複数回答可）  

 ＜市立＞  

  
  

  

⼒を⼊れて取り組んでほしい事業 市⽴ 相模大野 橋本 3館合計
子どもを対象とした事業 248 254 412 914
中高生を対象とした事業 121 123 246 490
社会人を対象とした事業 342 293 426 1,061
子育て世代を対象とした事業 134 128 215 477
高齢者を対象とした事業 259 201 247 707
障害者を対象とした事業 60 44 65 169
外国人を対象とした事業 43 40 67 150
市内小中学校を対象とした事業 57 62 104 223
その他 65 52 74 191
無回答 47 41 57 145
合計 1,376 1,238 1,913 4,527

事業名 人数
おはなし会 368
紙芝居劇場 269
としょかん落語 251
歴史講座 329
公文書館連携展示 119
バースデーブックマーカー 77
図書館報「ＴＯＭＴＯＮ」発⾏ 144
「調べもの通信」発⾏ 126
無回答 102
合計 1,785
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 ＜相模大野＞  

  

 

 ＜橋本＞  

  

  

事業名 人数
大人のためのおはなし会 125
正月イベント「お正月がいっぱいです」 63
図書館活⽤講座
「講談〜⽿で楽しむ文学〜」 147

図書館活⽤講座「さがみはら伝説探訪」 80
特集コーナーでの本の展示 247
「らいぶらりーにゅーす」の発⾏ 125
定例おはなし会 107
大きなおはなし会 83
絵本のテーマ展示 86
絵本コーナーの壁面装飾 61
「チャイルズタイムス」の発⾏ 54
無回答 82
合計 1,260

事業名 人数
開館１５周年記念コンサート 337
読書会 329
おはなし会 427
展示スペースや本棚での企画展示 318
子ども向け調べ⽅案内の発⾏ 220
ＹＡコーナーでの情報発信 118
橋本図書館手づくりサロン 185
相模原歴史探訪 269
館報『Ｈｉ！』の発⾏ 115
ブックリストの発⾏ 142
無回答 97
合計 2,557
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○図書館へのご意見・ご希望  

  

 主な意見内容  

  

全体共通  

・CD や DVD の充実を図ってほしい。さらに、予約・リクエストや貸出延長を  

できるようにしてほしい。  

 

・図書については、新刊本を早く入れてほしい。専門書についても充実を図  

ってほしい。  

 

・図書館で様々な事業が行われていることを知らなかった。広報を積極的に  

行ってほしい。  

 

 市立図書館  

 ・館内で読書する場所や設備（椅子、照明等）を充実させてほしい。  

 

 ・インターネットパソコンの台数を増やしてほしい（相模大野、橋本より台  

数が少ない）。  

 

 相模大野図書館  

 ・絵本が探しにくいので、排架方法を工夫してほしい（出版社順では探しに  

くい）。  

 

 ・ビデオ・ DVD の試聴ブースを設けてほしい。（市立・橋本図書館にはあり） 

 

橋本図書館  

・子ども向けの本の充実を図ってほしい。  

 

・いろいろな企画や展示をいつも楽しみにしている。子ども向けの夏休みイ  

ベントは毎年行ってほしい。  

 

 

図書館へのご意⾒・ご希望 市⽴ 相模大野 橋本 3館合計
資料に関するもの 85 68 114 267
図書館運営に関するもの 58 25 50 133
図書館サービスに関するもの 30 54 27 111
施設・設備に関するもの 30 24 46 100
企画事業に関するもの 13 23 53 89
その他 15 12 40 67
合計 231 206 330 767


